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「
建
学
の
精
神
」の
具
現
化
を
目

指
す
中
長
期
計
画
検
討
の
た
め

の
、
安
野
嘉
彦
理
事
長
の
諮
問
機

関
「
十
年
ひ
と
ふ
し
委
員
会
」
が

答
申
し
た
こ
と
は
既
報
（
本
紙　
１９４

号
）
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
た

び
、
そ
の
答
申
書
の
具
体
化
に
向

け
て
、
理
事
長
よ
り
、
学
長
直
属

の
委
員
会
を
設
置
し
、
早
急
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
旨
の
要
請
（
そ

の
１
）が
あ
っ
た
。
要
請
事
項
は
、

特
に
緊
急
の
課
題
と
し
て
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
（
求
め
る

人
材
像
）・
教
育
目
標
・
養
成
す
る

人
材
像
の
明
確
化
と
、「
天
理
大
学

セ
メ
ス
タ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
、

で
き
る
限
り
完
全
に
近
い
形
で
の

制
度
を
早
期
に
導
入
さ
せ
る
と
い

う
２
点
で
あ
る
。

  
こ
れ
を
受
け
、
橋
本
武
人
学
長

は
、
大
橋
正
叔
副
学
長
を
委
員
長

と
す
る
教
育
改
革
推
進
委
員
会
を

発
足
さ
せ
、
９
月　

日
に
第
１
回

25

の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
委
員

会
は
週
一
回
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
、
具
体
化
に
向
け
て

の
議
論
・
検
討
が
精
力
的
に
展
開

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
要
請
（
そ
の
２
）
と
し

て
、「
信
仰
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い

て
」、「『
１
年
留
学
・
４
年
卒
業
』シ

ス
テ
ム
の
確
立
」、「
進
路
指
導
体

制
に
つ
い
て
」、「
学
生
募
集
体
制

に
つ
い
て
」の
４
点
に
つ
い
て
も
、

答
申
具
体
化
に
向
け
て
の
早
急
な

検
討
要
請
が
あ
っ
た
。

　

４
号
棟
Ｐ
Ｃ
自
習
室
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
、
９
月
８
日
に
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成　

年
・　

年
に
導
入
さ
れ

14

１５

た
Ｐ
Ｃ　

台
を
総
入
れ
替
え
し
、

１００

性
能
が
向
上
。

　

さ
ら
に
、
Ｐ
Ｃ
演
習
室
で
行
わ

れ
た
授
業
課
題
を
Ｐ
Ｃ
自
習
室
で

も
行
え
る
よ
う
、
演
習
室
同
様
、

各
言
語
の
辞
書
ソ
フ
ト
を
Ｐ
Ｃ
に

導
入
し
た
（
一
部
）。

　

加
え
て
、
プ
リ
ン
ト
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
。
こ
れ
は
、
消
耗
品

に
関
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の

省
資
源
に
対
す
る
意
識
高
揚
も
狙

い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

４
号
棟
Ｐ
Ｃ
自
習
室
だ
け
で
な

く
、
体
育
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｐ

Ｃ
自
習
室
・
図
書
室
の
プ
リ
ン
ト

枚
数
も
一
括
し
て
管
理
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
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世界を駆けた夏！
　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
相
互
行
為
と
し
て
の
祈
り
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で

　
　

復
興
支
援
活
動
に
汗
と
涙

　
　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

陸上競技場を全面改修
体育学部キャンパス
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９
月　

日
、
体
育
学
部
キ
ャ
ン

15

パ
ス
に
お
い
て
、　

年
ぶ
り
に
全

20

面
改
修
さ
れ
た
陸
上
競
技
場
の
竣

工
式
が
、
安
野
理
事
長
、
橋
本
学

長
を
は
じ
め
多
数
の
教
職
員
が
出

席
し
て
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
改
修
で
特
筆
す
べ
き
点

は
、
ト
ラ
ッ
ク
表
面
の
ウ
レ
タ
ン
舗

装
。
国
内
で
も
著
名
な
陸
上
競
技

場
で
採
用
さ
れ
て
い
る
「
ウ
ォ
ー
タ

ー
ト
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ッ
プ
コ

ー
ト
材
（
塗
料
）
を
採
用
。従
来
の

も
の
よ
り
格
段
に
遮
熱
効
果
が
高

く
、暑
い
時
期
で
も
よ
り
快
適
に
競

技
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

陸
上
競
技
ト
ラ
ッ
ク
以
外
に

も
、
走
り
幅
跳
び
、
三
段
跳
び
ピ

ッ
ト
を
改
修
。
さ
ら
に
は
ア
ス
リ

ー
ト
が
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
、
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
を
行
え
る
足
腰
に
優
し

い
鮮
や
か
な
緑
の
人
工
芝
を
敷

設
、
よ
り
快
適
に
練
習
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　

竣
工
式
の
後
、
陸
上
競
技
部
の

学
生
た
ち
が
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ

色
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ト
ラ
ッ
ク

を
確
か
め
る
よ
う
に
試
走
。

教
育
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置

９月５日～７日まで、学術交流協定校のドイツ・マールブルク大学にて、同大学との共同研究プ

ロジェクトとして、国際シンポジウムを共同開催した。

写真はバベッテ・ジーモン副学長と握手する本学の橋本武人学長。（２面に特集記事）

本学ニアス島等復興支援委員会などはインドネシアで、また、地域文化研究セン

ターはフィリピンで、復興支援活動などを実施した。

写真は新しい校舎・机・イスを喜ぶ、モアウォ小学校の児童。

（3・4面に特集記事）

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

参
加
者
過
去
最
高
を
記
録

２００６

　

陸
上
競
技
部
で
、
１
０
０
０
・

１
５
０
０�
走
を
専
門
に
し
て

い
る
橋
爪
美
佳
さ
ん
（
体
育
１
）

は
、「
と
て
も
気
持
ち
よ
く
走
れ

ま
す
。
よ
く
跳
ね
て
自
然
と
足
が

前
に
進
む
感
じ
が
し
ま
す
」
と
喜

び
の
声
。
ま
た
、
主
将
の
本
松
大

嗣
君
（
同
４
）
は
、「
走
り
幅
跳

び
の
ピ
ッ
ト
も
き
れ
い
に
な
り

う
れ
し
い
で
す
。
新
鮮
な
気
持
ち

で
練
習
に
取
り
組
め
ま
す
。
毎
日

の
練
習
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
７
月　

日
、
８
月　

日
、

16

27

９
月　

日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
開

17

催
さ
れ
、
の
べ
１
４
５
０
人
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。

　

今
年
、
体
育
学
部
に
つ
い
て

は
、
９
月
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン

を
避
け
、
単
独
で
８
月
に
体
育
学

部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。
当

日
は
体
育
学
部
志
望
と
い
う
明

確
な
目
標
を
持
っ
た
参
加
者
が

多
く
、
熱
心
に
説
明
を
聞
き
、
ま

た
実
技
体
験
に
も
真
剣
に
取
り

組
む
様
子
に
、
本
学
へ
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
国
際
文
化
学
部
は
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
ア
ジ
ア
学
科

の
５
言
語
コ
ー
ス
の
紹
介
と
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
学
科
の
６

言
語
コ
ー
ス
の
紹
介
を
そ
れ
ぞ

れ
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
で
行
っ
た
。
教

室
の
壁
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
た

ブ
ー
ス
に
は
、
各
国
の
特
徴
を
生
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か
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
施
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
映
像
や
音

楽
が
流
さ
れ
た
。
参
加
者
は
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ー
ス
で
教
員
や
学
生
か
ら
の
コ
ー

ス
紹
介
を
熱
心
に
聞
い
て
回
っ
て

い
た
。

　

な
お
、　

月
４
日
の
大
学
祭
時

11

に
は
、
学
祭
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

つ
つ
、
入
試
部
が
個
別
相
談
会
を

杣
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す

る
。

　　　　　鮮やかなオレンジ色に生まれ変わった　　

　　　　　　　　　トラックを試走する陸上競技部の学生たち

海
外
か
ら
の
来
訪
者

○
７
月　

日　

プ
エ
ブ
ラ
栄
誉

10

州
立
自
治
大
学
（
メ
キ
シ
コ
）
の

エ
ン
リ
ケ
・
ア
グ
エ
ラ
・
イ
バ
ニ

ェ
ス
学
長
ら
一
行
９
人
。

○
７
月　

日　

台
湾
大
学
の
梅
家

26

玲
台
湾
文
学
研
究
所
教
授
ら
一

行
８
人
。

〇
８
月　

日　

ト
リ
ブ
バ
ン
大

21

学
（
ネ
パ
ー
ル
）
の
マ
ン
ガ
ル
・

ジ
ャ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
チ
ー
フ
。

○
９
月　

日　

台
湾
大
学
の
柯

12

慶
明
台
湾
文
学
研
究
所
長
一
行

４
人
。

多数の来場者でにぎわう受付 　

進
む
Ｉ
Ｔ
化
・

　
　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化

　

Ｐ
Ｃ
自
習
室

　
  
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室

　
 　
　

ま
す
ま
す
充
実

　

体
育
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
従

来
か
ら
の　

Ｂ
・　

Ｃ
教
室
の
２

６４

６４

教
室
に
加
え
て
７
号
棟
の
４
教

室
を
新
た
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

対
応
と
し
、
９
月　

日
に
オ
ー
プ

１５

ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
で
杣
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス

　

教
室
、
体
育
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

30６
教
室
、
あ
わ
せ
て　

教
室
が
マ

36

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
と
な
っ
た
。

　

従
来
か
ら
の
印
刷
資
料
や
黒

板
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
動
画
な
ど
、

様
々
な
媒
体
を
用
い
た
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
教
育
を
行
え
る

環
境
が
充
実
し
、
さ
ら
な
る
教
育

効
果
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

－ドイツ、インドネシア、フィリピン－



天 理 大 学 広 報 平成１８年（２００６）１１月１日（２）第１９６号

 　天理大学・マールブルク大学　
　　　　　  　　国際シンポジウム

　

去
る
９
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
、
天
理
大
学
の
学
術
交
流
協
定
校
で
あ
る
ド
イ
ツ

の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
お
い
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
相
互
行
為
と
し
て
の
祈
り
」（P

rayer

 
      

as
In
teraction

     
         

）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
天
理
大
学
と
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
大
学
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ま
た
、
天
理
大
学
の
教
祖
百
二
十
年
祭
記
念
行

事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
祈
り
」
を
テ
ー
マ
に
共
同
開
催

「
祈
り
」
を
テ
ー
マ
に
共
同
開
催

【シンポジウムのプログラム】

開会の挨拶　橋本武人（天理大学長）

第１セッション「一般的なアプローチ」（９月５日）

 基調講演「現代の宗教学における祈りの研究」
  マイケル・パイ（マールブルク大学）
 (１) 討議テーマ「祈り―その概念と地平」
　　・ゲルハート・M・マーティン（マールブルク大学）
　　・澤井義次（天理大学）
 (２) 討議テーマ「祈りとその場」
　　・ハンス‐ユルゲン・グレシャト
        （マールブルク大学）
　　・深谷太清　（天理大学）
 (３) 討議テーマ「祈りとその類型」
　　・ディートリッヒ・コルシ（マールブルク大学）
　　・東馬場郁生（天理大学）

第２セッション「具体的なアプローチ」（９月６日）

　基調講演「祈り―その意味と構造」　
　 橋本武人（天理大学）
 (４) 討議テーマ「諸宗教における祈りと言葉」
　　・岡田正彦（天理大学）
　　・ディークヒルト・フォン・ブルメンタル
　　　　　　　　　　　　　　　（マールブルク大学）
 (５) 討議テーマ「宗教経験としての祈り」
　　・島田勝巳　（天理大学）
　　・ダーク・ケスラー（マールブルク大学）
 (６) 討議テーマ「祈りとその心理」
　　・山中修吾（天理大学）
　　・ウルリケ・ヴァグナー‐ラウ
　　　　　　　　　　　　　　　（マールブルク大学）
 特別セッション「パフォーマンスとしての祈り」
  ゲルハート・M・マーティン（マールブルク大学）

第３セッション「儀礼としての祈り」（９月７日）

 基調講演「儀礼としての祈り」　
  マルティン・クラーツ（マールブルク大学）
 (７) 討議テーマ「祈りと聖典」
　　・クリストフ・エルザス（マールブルク大学）
　　・堀内みどり　（天理大学）
 (８) 討議テーマ「祈りと行為」
　　・ウルリッヒ・ヴァグナー（マールブルク大学）
　　・森下三郎（天理大学）
 (９) 討議テーマ「相互行為としての祈り」
　　・澤井義則（天理大学）

 全体討議
  （司会　ゲルハート・M・マーティン、澤井義次）

閉会の辞　橋本武人（天理大学長）

　

現
代
の
宗
教
学
の
視
点
か
ら

　
　
　
　
　
「
祈
り
」
を
再
検
討　

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画

は
、
橋
本
武
人
学
長
が
２
年
前
、

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
を
訪
れ
た
折

に
具
体
化
し
た
。
そ
の
後
ま
も
な

く
、
澤
井
義
次
人
間
学
部
教
授
が

国
際
会
議
の
た
め
に
訪
独
し
た

際
、マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
を
訪
れ
、

天
理
と
関
係
の
深
い
宗
教
学
者
マ

ル
テ
ィ
ン
・
ク
ラ
ー
ツ
博
士
や
ゲ

ル
ハ
ー
ト
・
マ
ル
セ
ル
・
マ
ー
テ

ィ
ン
教
授
と
相
談
の
う
え
、
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ

「
相
互
行
為
と
し
て
の
祈
り
」、お

よ
び
開
催
日
程
が
決
定
し
た
。

　

と
く
に
開
催
日
程
は
、
ク
ラ
ー

ツ
博
士
か
ら
「
天
理
大
学
と
し
て

は
、
教
祖
百
二
十
年
祭
に
当
た
る

２
０
０
６
年
に
、
教
祖
百
二
十
年

祭
を
記
念
し
て
開
催
し
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
」と
の
提
案
が
あ
り
、

今
年
９
月
の
開
催
が
決
定
し
た
経

緯
が
あ
る
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的

は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
宗
教

学
者
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ

ラ
ー
（ F

riedrich
H
eiler

 
          
      

1892

    

－
1967

 
   
）
が
、
宗
教
学

の
古
典
的
名
著
『
祈
り
』（D

as

 
   

G
ebet,

1918

 
          
）
の
中
で
提
示
し

た
「
祈
り
」
の
概
念
を
、
現
代
の

宗
教
学
の
視
点
か
ら
再
検
討
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
。

　

ハ
イ
ラ
ー
が
提
示
し
た「
祈
り
」

の
概
念
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
概

念
的
枠
組
み
の
中
か
ら
汲
み
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

個
々
の
宗
教
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
へ

と
引
き
戻
し
て
と
ら
え
な
お
す
必

要
が
あ
っ
た
が
、「
祈
り
」
の
概
念

は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
本
格
的

な
宗
教
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

　
　

お
も
な
討
議
テ
ー
マ

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

天
理
大
学
か
ら
橋
本
学
長
の
ほ

か
、
宗
教
学
科
研
究
室
の
教
員
な

ど　

名
の
宗
教
学
者
が
参
加
し
、

10
一
方
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
か
ら

は
、
世
界
的
に
有
名
な
宗
教
学
者

の
マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ
教
授
や
ク
ラ

ー
ツ
博
士
な
ど
、　

名
の
宗
教
学

10

者
が
出
席
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
一
般
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
具
体
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
」、「
儀
礼
と
し
て
の
祈
り
」

と
い
う
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
構
成

さ
れ
た
。
会
議
は
基
調
講
演
お
よ

び
討
議
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
双
方

の
研
究
者
が
研
究
発
表
を
行
い
、

そ
の
内
容
に
関
し
て
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
形
式
が

採
用
さ
れ
た
。
会
議
は
す
べ
て
英

語
で
進
め
ら
れ
、
活
発
な
討
議
が

展
開
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
基

調
講
演
に
お
い
て
、
パ
イ
教
授
は

現
代
の
宗
教
学
に
お
い
て
、
祈
り

の
現
象
が
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ

る
べ
き
な
の
か
を
提
示
し
た
。

　

ま
た
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
基
調

講
演
で
は
、橋
本
学
長
に
よ
っ
て
、

天
理
教
の
「
か
ぐ
ら
づ
と
め
」
の

意
味
と
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
基

調
講
演
で
は
、
ク
ラ
ー
ツ
博
士
に

よ
っ
て
、
ハ
イ
ラ
ー
の
「
祈
り
」

の
概
念
と
そ
の
意
味
が
批
判
的
に

再
検
討
さ
れ
た
。
３
つ
の
基
調
講

演
の
後
、
９
つ
の
個
別
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
掘
り
下
げ
た
討
議
が
行

わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
天
理
教

を
は
じ
め
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス

ラ
ー
ム
、
仏
教
な
ど
の
世
界
の
宗

教
に
お
け
る
「
祈
り
」
の
諸
現
象

や
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
性

と
「
祈
り
」
の
関
わ
り
な
ど
、「
祈

り
」
の
テ
ー
マ
が
様
々
な
角
度
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
代
世
界
に

お
け
る
「
祈
り
」
の
意
味
と
構
造

に
関
す
る
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
と
の
交
流

　

３
日
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
到
着

し
た
天
理
大
学
の
一
行
は
、
翌
４

日
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

共
同
開
催
に
先
立
っ
て
、
マ
ー
ル

ブ
ル
ク
大
学
の
バ
ベ
ッ
テ
・
ジ
ー

モ
ン
副
学
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。

橋
本
学
長
は
、
こ
の
た
び
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大

学
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

の
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
と
挨
拶

し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。
そ
れ

に
対
し
、
ジ
ー
モ
ン
副
学
長
は
、

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
り
豊

か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
述
べ
た
。

　

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
は
、
世
界

的
に
知
ら
れ
る
宗
教
学
者
の
ル
ー

ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
（R

udolf

 
      

O
tto

1869

 
        

－
1937

 
   
）も
教
鞭

を
と
っ
た
大
学
で
あ
り
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
神
学
を
基
盤
と
し
た

宗
教
研
究
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

宗
教
学
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
。

　

ハ
イ
ラ
ー
教
授
は
昭
和　

（
１

３３

９
５
８
）
年
、
わ
が
国
で
第
９
回

国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
が
開

催
さ
れ
た
折
、
天
理
を
訪
問
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
本
学
の
創

設
者
で
あ
る
中
山
正
善
二
代
真
柱

様
は
、
昭
和　

（
１
９
６
０
）
年
、

３５

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
開
催
さ
れ

た
第　

回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会

１０

議
に
出
席
さ
れ
、「
天
理
教
教
義
に

お
け
る
言
語
的
展
開
の
諸
形
態
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
発
表
を
行

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
振
り
返
っ
て

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
基
調
講

演
者
と
し
て
参
加
し
た
パ
イ
教
授

は
、「
祈
り
に
関
す
る
優
れ
た
研
究

発
表
ば
か
り
だ
っ
た
。
両
大
学
が

学
問
的
な
レ
ベ
ル
で
理
解
し
合
え

た
こ
と
、
そ
し
て
、
素
晴
ら
し
い

出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り

も
う
れ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
長
年
に
わ
た
っ
て
、
天

理
教
の
原
典
や
教
義
書
の
ド
イ
ツ

語
訳
に
も
携
わ
っ
て
き
た
ク
ラ
ー

ツ
博
士
は
、「
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
よ
っ
て
、
天
理
と
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
の
関
係
を
次
へ
と
引
き
継
ぐ
た

め
の
形
が
整
っ
た
。
そ
の
意
味
は

大
き
い
」
と
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
成
果
を
振
り
返
っ
た
。

　

こ
の
会
議
の
準
備
に
尽
力
し
、

司
会
を
務
め
た
マ
ー
テ
ィ
ン
教
授

と
本
学
の
澤
井
義
次
教
授
は
と
も

に
、「
宗
教
概
念
と
し
て
の『
祈
り
』

の
意
味
と
構
造
が
、
現
代
の
宗
教

学
の
視
点
か
ら
掘
り
下
げ
て
検
討

さ
れ
た
こ
と
の
宗
教
学
的
意
義
は

極
め
て
大
き
い
」
と
語
っ
た
。
ま

た
澤
井
教
授
は
「
天
理
大
学
の
研

究
者
の
発
表
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

大
学
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

天
理
大
学
の
宗
教
学
の
レ
ベ
ル
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
し
、
大
き
な
に

を
い
が
け
に
な
っ
た
と
思
う
」と
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
語
っ

た
。

　

こ
の
た
び
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
成
功
し
た
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
天
理
大
学
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

大
学
の
あ
い
だ
に
築
か
れ
て
き
た

友
好
関
係
の
う
え
に
、
さ
ら
に
新

た
な
学
術
交
流
の
道
を
拓
い
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

内
容
は
、
写
真
入
り
の
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
（
日
本
語
）
が
道
友
社
か
ら

刊
行
さ
れ
、
ま
た
英
語
論
文
集
が

天
理
大
学
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

わ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
折
、
同
博

士
と
親
交
を
深
め
ら
れ
た
。
さ
ら

に
１
９
７
５
年
に
は
、
マ
ー
ル
ブ

ル
ク
大
学
の
中
央
図
書
館
で
、

「
天
理
教
展
覧
会
―
人
間
の
陽

気
ぐ
ら
し
の
た
め
に
」
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
友
好
的
な
関
係
が
築

か
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
１
９
９
６
年
に
は

両
大
学
の
あ
い
だ
で
学
術
交
流
協

定
が
締
結
さ
れ
、
学
生
の
交
換
留

学
を
は
じ
め
、
雅
楽
部
の
マ
ー
ル
ブ

ル
ク
大
学
で
の
公
演
や
、
マ
ー
ル
ブ

ル
ク
大
学
交
響
楽
団
に
よ
る
天
理

公
演
な
ど
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
を

と
お
し
て
も
交
流
が
深
め
ら
れ
て

き
た
。な
お
、ウ
エ
ル
ネ
・
シ
ャ
ー
ル

元
学
長
は
在
任
中
に
３
度
も
天

理
を
訪
れ
て
い
る
。

開会の挨拶をする橋本武人学長

シンポジウムの様子：研究発表、ディスカッションすべてが英語で進められた

マールブルク大学の神学部校舎

古い町並みを残すマールブルクの風景



天 理 大 学 広 報

べ
た
。

　

そ
し
て
、
校
舎
引
き
渡
し
式
な

ど
の
後
、
ニ
ア
ス
側
か
ら
ビ
ナ
ハ

テ
ィ
県
知
事
が
、「
津
波
と
地
震
に

被
災
し
世
界
中
か
ら
支
援
が
あ
っ

た
。
今
回
の
天
理
大
学
の
校
舎
再

建
支
援
に
は
深
く
感
謝
し
て
い

る
。
こ
れ
は
ニ
ア
ス
の
復
興
と
将

来
建
設
の
鍵
を
握
る
も
の
。
さ
し

の
べ
ら
れ
た
友
情
に
心
よ
り
感
謝

し
て
い
る
」
と
謝
意
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
の
余
興
で
は
、
同
校
児

童
の
民
族
舞
踊
な
ど
に
続
き
、
学

生
た
ち
が
ソ
ー
ラ
ン
節
（
踊
り
）

を
披
露
。
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に

包
ま
れ
た
。
最
後
に
、
本
学
か
ら

児
童
全
員
へ
天
理
大
学
名
入
り
体

操
服
な
ど
を
贈
っ
た
。

　
　

日
、
ニ
ア
ス
最
終
日
。
飛
行

29
機
ト
ラ
ブ
ル
で
出
発
時
刻
が
繰
り

上
が
り
、
別
れ
の
挨
拶
も
そ
こ
そ

こ
に
空
港
へ
。
別
れ
を
惜
し
む
時

間
も
な
く
、
学
生
と
現
地
の
方
々

に
非
常
に
残
念
な
形
と
な
っ
た
。

　
　

日
、
学
生
ら
は
メ
ダ
ン
の
ホ

30
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
会
を

催
し
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
大

橋
副
学
長
、
山
本
副
委
員
長
ら
は

ア
チ
ェ
へ
向
か
っ
た
。　

始
ま
っ
た
。
式
典
で
は
ま
ず
ニ
ア

ス
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
本
学
側

か
ら
は
、
山
本
春
樹
支
援
委
員
会

副
委
員
長
が
経
緯
説
明
、
学
生
リ

ー
ダ
ー
の
青
木
道
裕
君
（
英
米
語

コ
ー
ス
４
年
）、ふ
る
さ
と
会
代
表

の
菊
山
さ
ん
、
そ
し
て
谷
口
国
際

交
流
部
長
の
通
訳
で
大
橋
副
学
長

が
挨
拶
。
山
本
副
委
員
長
は
「
ニ

ア
ス
と
の
関
係
は
今
日
が
出
発

点
。
発
展
を
願
う
」、
青
木
君
は

「
み
ん
な
の
笑
顔
が
う
れ
し
か
っ

た
。
校
舎
完
成
に
尽
力
さ
れ
た
多

く
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
」、菊
山

さ
ん
は
「
多
く
の
方
の
熱
意
が
実

を
結
び
う
れ
し
い
。
し
っ
か
り
勉

強
し
、
ニ
ア
ス
や
国
の
未
来
を
担

っ
て
ほ
し
い
」、そ
し
て
大
橋
副
学

長
は「
私
た
ち
は『
他
者
へ
の
献
身
』

の
精
神
に
基
づ
き
復
興
を
支
援
し

て
き
た
。単
に
校
舎
と
い
う
形
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
多
く
の
人
々
の
気

持
ち
も
合
わ
せ
て
届
け
た
い
」と
述

（３）平成１８年（２００６）１１月１日 第１９６号
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ニ
ア
ス
島
で
復
興
支
援

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ニ
ア
ス
島
で
復
興
支
援
活
動
活
動

　　

支
援
委
員
会
、
地
文
研
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

復 
興 
支 
援 
活 
動 
関 
連 
年 
表

２
０
０
４
（
平
成　

）
年

16

○　

月　

日　

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
大
津
波
発
生
。

12

26

２
０
０
５
（
平
成　

）
年

17

○
１
月　

本
学
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
タ
イ
語
コ
ー
ス
の
学
生
ら
が
、　

・
25

　
　

日
に
天
理
駅
前
で
街
頭
募
金
。

26
○
３
月　

日　

ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
地
震
発
生
。

28

○
８
月　

ニ
ア
ス
島
な
ら
び
に
ア
チ
ェ
州
を
教
員
が
視
察
し
、
支
援
の
可

　

能
性
を
探
る
。
ニ
ア
ス
で
は
小
学
校
校
舎
再
建
、
ア
チ
ェ
で
は
シ
ァ
・

　

ク
ア
ラ
大
学
な
ど
へ
の
図
書
に
つ
い
て
支
援
要
請
が
あ
っ
た
。

○　

月
６
日　

国
際
文
化
学
部
長
を
委
員
長
に
、
教
職
員
・
学
生
有
志
に

10

　

よ
る
「
天
理
大
学
ニ
ア
ス
島
等
復
興
支
援
委
員
会
」（
以
下
、
支
援
委

　

員
会
）
が
発
足
し
、
支
援
計
画
を
立
案
。

○
支
援
委
員
会
は
、
学
長
ら
計　

人
の
呼
び
か
け
人
名
で
、
５
０
０
万
円

50

　

を
目
標
に
募
金
開
始
。

　

天
理
大
学
ふ
る
さ
と
会
（
同
窓
会
）
の
協
力
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と　

　

タ
イ
学
科
卒
業
生
に
寄
付
を
依
頼
。

　

学
生
が
中
心
と
な
り
天
理
駅
前
な
ど
で
の
街
頭
募
金
を
実
施
。
２
０
０
５

　
（
平
成　

）年　

月　

・　

日
、　

月　

・　

日
、　

月　

日
、２
０
０
６　

17

10

25

26

11

25

26

12

18

　
（
平
成　

）年
１
月　

日
、４
月　

日
・　

日
、５
月　

日
の　

計
９
回
。

18

25

18

24

29

○　

〜　

月　

支
援
委
員
会
、
設
計
図
作
成
と
建
設
業
者
選
定
。

10

11

○　

月　

地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
地
文
研
）
ス
タ
ッ
フ
が
、

12

　

メ
ダ
ン
と
ニ
ア
ス
を
視
察
し
、同
地
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
を
決
定
。

２
０
０
６
（
平
成　

）
年

18

○
３
月
後
半　

支
援
委
員
会
と
地
文
研
の
ス
タ
ッ
フ
が
メ
ダ
ン
と
ニ
ア

　

ス
を
再
訪
。
支
援
対
象
校
を
最
終
決
定
。
本
学
学
生
と
同
校
児
童
お
よ

　

び
地
域
社
会
と
の
交
流
計
画
な
ど
も
合
意
。

○
５
月　

日　

支
援
委
員
会
で
、
ニ
ア
ス
県
教
育
局
と
の
合
意
書
や
建
設

23

　

会
社
と
の
契
約
書
を
了
承
決
定
し
、
５
月
末
に
校
舎
建
設
着
工
。

○
６
月　

日　

支
援
委
員
会
で
寄
付
金
使
途
概
略
を
決
定
（
別
掲
）。

27

○
７
月　

〜　

日　

支
援
委
員
会
と
地
文
研
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
建
設
工
事

20

28

　

の
進
捗
確
認
、
贈
呈
式
の
準
備
、「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最

　

終
準
備
の
た
め
、
メ
ダ
ン
と
ニ
ア
ス
を
訪
問
。

○
８
月　

日　

本
学
に
て
結
団
式
を
行
う
。

19

○
８
月　

日　

支
援
委
員
会
と
地
文
研
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
合

20

　

同
チ
ー
ム
、
日
本
を
出
発
。

○
８
月　

日　

メ
ダ
ン
の
孤
児
院
を
訪
問
し
交
流
。　

21

　

今
回
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
在
メ
ダ
ン
日
本
国
総
領
事
主
催
昼
食
会
に

　

招
か
れ
る
。

　

学
生
た
ち
は
、
メ
ダ
ン
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
開
始
。

○
８
月　

日　

北
ス
マ
ト
ラ
大
学
を
訪
問
し
同
大
学
生
と
交
流
。

22

○
８
月　

日　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
大
の
オ
ー
パ
ル
コ
ー
ヒ
ー
工
場
見
学
。

23

○
８
月　

日　

ニ
ア
ス
へ
移
動
。
モ
ア
ウ
ォ
小
学
校
を
訪
問
後
、
学
生
は

24

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始
。

○
８
月　

日
〜　

日　

モ
ア
ウ
ォ
小
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
ら
と
交
流
。

24

27

　

ま
た
、贈
呈
す
る
校
舎
の
仕
上
げ
に
関
わ
り
、花
壇
造
り
な
ど
も
行
う
。

○
８
月　

日　

モ
ア
ウ
ォ
小
学
校
に
て
、
校
舎
な
ど
贈
呈
式
典
。

28

○
８
月　

日　

ニ
ア
ス
を
発
ち
、
メ
ダ
ン
へ
移
動
。

29

○
８
月　

日　

メ
ダ
ン
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別
れ
会
。
学
生
ら

30

　

は
帰
途
に
つ
く
（　

日
帰
国
）。

３１

　

大
橋
正
叔
副
学
長
ら
一
行
は
、
ア
チ
ェ
に
移
動
し
、
シ
ァ
・
ク
ア
ラ
大

　

学
と
ア
ル
・
ラ
ニ
ー
リ
国
立
イ
ス
ラ
ム
高
等
学
院
を
訪
問
し
、
図
書
目

　

録
な
ど
の
贈
呈
式
を
行
う
（
９
月
１
日
帰
国
）。

募金とその使途（予定）

○８月 31日現在 総額  10,170,694 円
　＜内　訳＞
 教職員 1,715,500 円
 卒業生 967,200 円
 街頭募金 1,400,763 円
 天理教海外部
 　国際たすけあいネット
  5,000,000 円
 一般 1,087,200 円
 利子 31 円

○使途　実施済み分と予定
　１．5,500,000 円
　　　ニアスでの小学校校舎再建
　２．3,000,000 円
　　　アチェの２大学へ図書など寄贈
　３．1,000,000 円
　　　タイへの継続的支援活動
　４．　600,000 円
　　　ニアスへの継続的支援活動
　（３・４はプログラムを立案中）

○モアウォ小学校への贈呈品一覧
　・校舎１棟（３教室）
　・黒板、机、イス、教壇
　・天理大学名入り体操服（児童全員）
　・学生手作りの絵本１冊
　（日本語、インドネシア語併記）
　・日本の小学生の絵画
　（クレヨン、画用紙も贈呈）
　・絵手紙
　（インドネシアとタイ語コース学生作）

　　　　　　ニアス島等復興支援委員会

　

８
月　

日
〜
９
月
１
日
に
か
け
、
ニ
ア
ス
島
等
復
興
支
援
委
員
会
と
地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

20

「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
合
同
チ
ー
ム
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
メ
ダ
ン
市
、
ニ
ア
ス
島
、

ア
チ
ェ
州
を
訪
れ
た
。
ニ
ア
ス
島
の
モ
ア
ウ
ォ
小
学
校
で
校
舎
、
ア
チ
ェ
州
の
２
大
学
で
図
書
の

贈
呈
式
を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
は
、
現
地
の
大
学
生
や
小
学
生
と
交
流
を
す
る
な
ど
、
地
震
と

津
波
の
被
災
地
で
、
復
興
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
、
広
報
部
職
員
が
取
材
の
た
め
同
行
。

以
下
、
活
動
の
実
際
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
に
報
告
す
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
第
4
の
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ダ
ン
へ

　
　
　

メ
イ
ン
の
活
動
地

　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ア
ス
へ

　
　

津
波
の
爪
痕
が
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
チ
ェ

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
た
の

は
、
大
橋
正
叔
副
学
長
、
ニ
ア
ス

島
等
復
興
支
援
委
員
会
（
以
下
、

支
援
委
員
会
）
と
地
域
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
地
文
研
）「
国

際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
合
同

チ
ー
ム
（
教
職
員
・
学
生
）、
谷

口
忠
三
国
際
交
流
部
長
、
ふ
る
さ

と
会
を
代
表
し
卒
業
生
の
菊
山
孝

昭
さ
ん
ら
約　

人
で
あ
る
。
出
発

30

前
日
の
８
月　

日
に
地
文
研
共
同

19

研
究
室
で
結
団
式
を
行
っ
た
。
挨

拶
し
た
橋
本
武
人
学
長
は
、
言
葉

が
通
じ
な
い
中
、
現
地
の
人
と
共

に
復
興
に
汗
を
流
す
の
は
、
国
際

的
な
ス
ケ
ー
ル
の
他
者
へ
の
献
身

で
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
宗
教
性
と

国
際
性
が
養
え
る
と
、
そ
の
意
義

と
効
果
を
学
生
た
ち
に
語
っ
た
。

こ
の
後
、
天
理
教
教
会
本
部
神
殿

に
参
拝
し
、
活
動
の
成
功
を
誓
っ

た
。

結
団
式
で
心
の
準
備

　
　

日
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
シ

20
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
機
で
一
路
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
へ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
は
東
南
ア
ジ
ア
の
南
部
に
位

置
し
、
ジ
ャ
ワ
島
な
ど
１
万
７
５

０
０
の
島
々
か
ら
な
る
世
界
最
大

の
島
嶼
国
家
。
人
口
は
約
２
億
４

５
０
０
万
人
。
国
民
の　

％
が
イ

87

ス
ラ
ム
教
徒
と
い
う
国
で
あ
る
。

　

そ
の
中
の
ス
マ
ト
ラ
島
が
最
初

の
活
動
地
で
、
同
日
夜
、
本
学
一

行
は
、
北
ス
マ
ト
ラ
州
の
州
都
で

人
口
約
２
２
５
万
人
、
同
島
最
大

の
都
市
メ
ダ
ン
に
降
り
立
っ
た
。

そ
し
て
、
メ
ダ
ン
で
の
協
力
者
、

ハ
デ
ィ
ジ
ャ
・
ウ
メ
ダ
さ
ん
手
配

の
バ
ス
に
乗
り
込
み
ホ
テ
ル
へ
と

向
か
っ
た
。ハ
デ
ィ
ジ
ャ
さ
ん
は
、

本
学
の
別
科
卒
業
生
で
、
現
在
は

在
メ
ダ
ン
日
本
総
領
事
館
現
地
ス

タ
ッ
フ
。
流
暢
な
日
本
語
で
あ
っ

た
。

　
　

日
、
メ
ダ
ン
に
あ
る
ス
ン
ガ

21
イ
・
ア
イ
ル
・
ヒ
ド
ゥ
ッ
プ
孤
児

院
を
訪
問
。
交
流
で
は
、
同
院
の

子
供
ら
が
日
本
の
歌
を
披
露
。
練

習
を
重
ね
た
、
は
っ
き
り
と
し
た

日
本
語
に
感
動
。
そ
の
後
、
持
参

し
た
天
理
小
学
校
と
桜
井
市
立
織

田
小
学
校
児
童
の
絵
と
交
換
し
よ

う
と
、
持
参
の
ク
レ
ヨ
ン
や
画
用

紙
を
渡
し
絵
を
描
い
て
も
ら
っ

た
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
歌
や
笑

い
声
が
お
き
、
自
然
に
盛
り
上
が

り
、
終
わ
る
頃
に
は
、
学
生
と
子

供
ら
の
笑
顔
と
笑
い
声
で
部
屋
は

満
た
さ
れ
て
い
た
。

　

同
院
の
ヌ
ド
ゥ
ラ
ハ
院
長
は
交

流
継
続
を
要
望
、
子
供
ら
か
ら
も

「
ま
た
会
い
た
い
」
と
い
う
声
が

相
次
い
だ
。

　

午
後
か
ら
は
、
在
メ
ダ
ン
日
本

総
領
事
主
催
昼
食
会
に
招
か
れ
、

孤
児
院
ス
タ
ッ
フ
ら
と
総
領
事
公

ご協力ありがとうございました

　私ども委員会の活動に対し、街頭募金に協力いた
だいた方々、天理教海外部国際たすけあいネットな
ど団体の方々、および本学の卒業生、学生、教職員
から、合計１０,１７０,６９４円の寄付を頂戴しました。募
金の内訳と使途は下記に掲載しております。今後、
タイの津波被災地とニアスへの継続的支援を予定し、
プラン検討中ですが、有効に使わせていただきます。
皆様の善意とご協力に改めて心よりお礼申し上げま
す。　
　　　　　　　天理大学ニアス島等復興支援委員会

け
、
そ
こ
こ
こ
で
笑
顔
と
笑
い
声

が
こ
ぼ
れ
た
。
そ
の
後
、
屋
外
で

踊
り
を
教
え
合
っ
た
。
同
学
部
の

ア
リ
フ
学
部
長
や
学
生
か
ら
、「
非

常
に
良
か
っ
た
。
今
後
も
交
流
を

継
続
し
、
交
流
期
間
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」と
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　

日
、
同
国
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー

23
工
場
を
見
学
。
流
通
や
同
国
労
働

実
態
の
一
端
を
学
ん
だ
。

　
　

日
、
ム
ル
パ
テ
ィ
航
空
の　

24

30

人
乗
り
小
型
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
メ
ダ

ン
を
発
ち
、
振
動
と
エ
ン
ジ
ン
音

に
包
ま
れ
な
が
ら
約
１
時
間
後
、

ニ
ア
ス
島
の
ビ
ナ
カ
空
港
に
到

着
。
木
々
は
高
々
と
太
陽
に
向
か

っ
て
聳
え
立
ち
、
ま
さ
に
南
洋
の

島
。
ま
た
、
自
動
車
が
少
な
く
、

現
地
協
力
者
の
ヨ
ピ
・
マ
ナ
ル
さ

ん
が
手
配
し
た
車（
救
急
車
含
む
）

３
台
に
全
て
の
荷
物
と
総
勢　

人
２８

が
分
乗
す
る
ハ
ー
ド
な
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。

　

ニ
ア
ス
県
教
育
局
に
寄
り
教
育

長
に
挨
拶
し
た
後
、
目
的
地
の
モ

ア
ウ
ォ
小
学
校
に
到
着
。
多
く
の

真
心
の
結
晶
で
あ
る
校
舎
は
完
成

目
前
で
あ
っ
た
。日
差
し
は
強
く
、

予
定
よ
り
遅
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
ら
と
の
顔
合
わ
せ
に
学
生
は

少
々
疲
れ
気
味
。
ま
た
、
ニ
ア
ス

は
メ
ダ
ン
と
違
い
日
本
語
や
英
語

を
話
せ
る
方
は
ま
れ
で
、
生
活
環

境
も
厳
し
そ
う
と
、
学
生
の
中
に

は
不
安
で
引
率
教
員
と
話
し
合
う

姿
も
あ
っ
た
が
、
全
員
無
事
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
へ
向
か
っ
た
。

　
　

日
、
モ
ア
ウ
ォ
小
学
校
児
童

25
と
交
流
開
始
。
日
本
の
小
学
生
が

描
い
た
絵
と
交
換
す
る
た
め
、
持

参
し
た
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
を
渡
し
絵

を
描
い
て
も
ら
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
の
『
指
差
し
会
話
帳
』
を
手

に
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
も
交
え

懸
命
に
交
流
。

　
　

日
、
折
り
紙
を
教
え
る
。
児

26
童
だ
け
で
な
く
先
生
方
も
熱
心
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
校

庭
に
花
壇
を
造
る
。
島
内
を
走
り

回
っ
て
の
レ
ン
ガ
調
達
、
他
の
工

事
現
場
か
ら
の
砂
利
と
セ
メ
ン
ト

入
手
、
そ
し
て
花
屋
で
の
植
木
選

定
と
、資
材
は
す
べ
て
現
地
調
達
。

セ
メ
ン
ト
を
こ
ね
、
レ
ン
ガ
を
積

み
、
排
水
ル
ー
ト
を
設
け
た
。

　
　

日
、
校
舎
建
設
最
終
段
階
。

27
壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
、
贈
呈
す
る

机
な
ど
へ
白
ペ
ン
キ
で
大
学
名
を

入
れ
た
。
ま
た
、
木
を
植
え
花
壇

も
完
成
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら

大
橋
副
学
長
ら
一
行
も
合
流
し
、

ペ
ン
キ
塗
り
に
も
参
加
し
た
。

　
　

日
、
い
よ
い
よ
校
舎
贈
呈
式

28
典
。
児
童
ら
が
日
の
丸
の
旗
を
持

ち
、
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
女

性
た
ち
も
待
つ
中
、ビ
ナ
ハ
テ
ィ
・

バ
エ
ハ
県
知
事
ら
来
賓
一
行
が
入

場
し
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
３
０

０
人
が
出
席
す
る
盛
大
な
式
典
が

邸
を
訪
ね
た
。
今
回
の
活
動
を
評

価
し
て
い
る
橋
廣
治
総
領
事
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
日
本
語
で
挨
拶

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
建
物
は
５
年
、　

年
と
残
る
。

10

同
じ
よ
う
に
長
い
タ
ー
ム
で
交
流

も
続
け
て
ほ
し
い
。『
こ
の
時
期

は
、
天
理
大
学
生
が
来
る
』
と
な

る
よ
う
期
待
す
る
。
ま
た
、
ニ
ア

ス
島
へ
の
日
本
の
草
の
根
支
援
は

少
な
く
天
理
大
学
の
貢
献
は
顕
著

で
あ
る
」。

　

そ
の
後
ホ
テ
ル
で
、
学
生
た
ち

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
顔
合
わ

せ
。
ハ
デ
ィ
ジ
ャ
さ
ん
ら
が
依
頼

し
た
方
々
は
、
日
本
語
教
師
、
本

学
卒
業
生
、
天
理
教
の
方
な
ど
で

日
本
語
を
話
せ
る
方
が
多
か
っ

た
。
不
安
と
期
待
を
抱
え
、
学
生

た
ち
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
向
か

っ
た
。

　
　

日
、　

学
部
・
学
生
数
約
２

22

10

万
３
０
０
０
人
の
北
ス
マ
ト
ラ
大

学
を
訪
問
。
政
治
社
会
科
学
部
で

の
交
流
式
典
の
後
、
本
学
学
生
が

折
り
紙
を
教
え
る
。
学
生
同
士
の

こ
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
打
ち
解

　

ア
チ
ェ
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
北
端

の
特
別
州
で
、
イ
ス
ラ
ム
信
仰
の

強
い
イ
ス
ラ
ム
教
学
の
拠
点
。

　

現
地
で
は
、
研
究
目
的
で
ア
チ

ェ
入
り
し
て
い
た
菅
原
由
美
ア
ジ

ア
学
科
講
師
が
全
て
を
手
配
。
案

内
に
し
た
が
っ
て
、
訪
問
先
へ
と

向
か
っ
た
。
最
初
に
訪
れ
た
国
立

シ
ァ
・
ク
ア
ラ
大
学
は
、
８
学
部

と
大
学
院
を
擁
し
、
学
生
数
約
１

万
９
０
０
人
の
大
規
模
大
学
で
、

学
長
以
下
数
人
の
関
係
者
が
出
迎

え
、
図
書
目
録
な
ど
の
贈
呈
式
を

行
っ
た
。
次
に
、
ア
ル
・
ラ
ニ
ー

リ
国
立
イ
ス
ラ
ム
高
等
学
院
を
訪

ね
た
。
５
学
部
と
大
学
院
、
学
生

数
は
現
在
約
５
４
０
０
人
で
あ
る

が
、
多
く
の
教
職
員
・
学
生
が
死

亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
よ
う
。

贈
呈
式
は
広
い
会
場
に
、
同
学
院

の
学
長
ほ
か
約　

人
が
参
列
し
盛

20

大
で
あ
っ
た
。

　

両
大
学
か
ら
は
、
図
書
・
Ｐ
Ｃ

寄
贈
に
対
し
て
感
謝
し
、
友
好
関

係
構
築
に
期
待
し
た
い
、
平
和
構

築
や
他
者
を
助
け
る
精
神
を
育
て

る
教
育
目
標
は
大
変
興
味
深
い
と

い
う
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

孤児院で、天理小学校児童らの絵を見せる本学学生

完成した校舎の前で、来賓を迎えるモアウォ小児童
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８
月　

日
〜　

日
ま
で
、
本
学
地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

14

20

（
以
下
、地
文
研
）は
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
0
6
」
を

実
施
。「
社
学
連
携
」
を
志
向
し
、
社
会
人
２
人
が
参
加
。
学

生
９
人
、
引
率
者
２
人
の
総
勢　

人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

13

で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
交
流
活

動
に
汗
を
流
し
た
。

ン
の
主
要
紙
）
８
月　

日
号
で
校

29

舎

贈

呈

式

典
、『S

eram
bi

 
    
   

Indonesia

         
』（
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ

の
主
要
紙
）
８
月　

日
号
で
シ
ァ

31

・
ク
ア
ラ
大
学
な
ど
２
大
学
に
図

書
を
寄
贈
し
た
こ
と
、
そ
し
て

（
両
紙
と
も
）、
資
金
は
多
く
の

日
本
人
の
寄
付
で
あ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

ニ
ア
ス
島
ビ
ナ
カ
空
港
歓
迎
ゲ

ー
ト
に
「
ヤ
ホ
ー
ウ
」
と
い
う
文

字
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

滞
在
中
、
現
地
の
大
人
も
子
供

も
、
ま
た
、
教
え
ら
れ
て
か
ら
は

本
学
一
行
も
、
一
番
多
く
交
わ
し

た
言
葉
が
「
ヤ
ホ
ー
ウ
」。

　

こ
れ
は
、
ニ
ア
ス
語
の
挨
拶

で
、
朝
・
昼
・
晩
、
そ
し
て
出
会

い
と
別
れ
の
全
て
の
場
面
で
使
え

る
便
利
な
言
葉
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
に
は
基
本

的
に
ご
飯
が
つ
い
て
お
り
、
日
本

人
な
ら
安
心
。
た
だ
し
、
大
人
向

け
は
平
均
的
に
辛
く
、
苦
手
な
人

に
は
大
変
。
海
の
幸
・
山
の
幸
は

ふ
ん
だ
ん
に
あ
り
、
南
国
の
自
然

の
恵
み
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
魚

の
種
類
は
豊
富
で
、
カ
エ
ル
や
水

牛
も
美
味
。
ま
た
、
果
物
は
王
様

と
言
わ
れ
る
ド
リ
ア
ン
を
は
じ

め
、
シ
ル
サ
ク
な
ど
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。

っ
て
こ
い
の
薬
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
ニ
ア
ス
の
人
た
ち
の
笑
顔
だ

っ
た
。
私
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ

た
家
庭
は
決
し
て
裕
福
で
は
な
い

が
、
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
親
が

本
当
に
子
ど
も
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
、
笑
顔
が
絶
え
な
か
っ
た

こ
と
だ
。
散
歩
し
て
い
て
も
全
く

知
ら
な
い
人
た
ち
が
声
を
か
け
て

く
れ
た
。
ニ
ア
ス
の
人
た
ち
を
表

現
す
る
と
、「
日
本
の
昭
和　

年
代

30

頃
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
家
庭
」
と

い
う
感
じ
（
笑
）。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
を

機
に
、「
自
分
に
し
か
で
き
な
い
笑

顔
」
を
い
ろ
ん
な
人
に
ふ
り
ま
く

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
い
う

の
が
率
直
な
感
想
。
出
発
前
は
不

安
だ
っ
た
が
、
行
っ
て
み
る
と
毎

日
が
楽
し
く
て
ア
ッ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た
ち

の
温
か
さ
に
触
れ
た
、
充
実
し
た

　

日
間
で
あ
っ
た
。

12
　

一
番
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
ニ

ア
ス
の
人
た
ち
の
パ
ワ
ー
と
笑

顔
。
小
学
校
で
、
私
た
ち
に
興
味

を
持
ち
集
ま
っ
て
く
る
子
ど
も
た

ち
に
圧
倒
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
子
ど
も
に
も
「
日
本
語
を
教

え
て
」
と
質
問
責
め
に
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ご
両
親
も
親

し
み
や
す
く
、
言
葉
の
壁
を
考
え

て
い
る
暇
も
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
発
展
途
上
国
と
し
て
の

一
面
、
道
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
や

ゴ
ミ
を
拾
い
生
活
す
る
人
、
中
国

系
の
工
場
経
営
者
の
人
と
肉
体
労

働
を
す
る
人
た
ち
の
格
差
な
ど
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

　

　

日
本
と
異
な
る
環
境
・
文
化
の

中
で
、い
ろ
い
ろ
と
考
え
学
ん
だ
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
娘
さ

ん
が
偶
然
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
し
て

い
て
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
た

り
、
み
な
さ
ん
愉
快
で
、
家
族
同

様
に
接
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
し
、
自
分
も
家
族
を
大
切
に
し

な
く
て
は
と
改
め
て
思
っ
た
。

　

来
年
お
よ
び
自
分
の
課
題
も
見

え
て
き
た
。
来
年
は
「
ゴ
ミ
を
ゴ

ミ
箱
に
捨
て
る
習
慣
」
を
子
ど
も

た
ち
に
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

う
。
現
在
は
、ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、

置
き
っ
ぱ
な
し
と
い
う
状
況
な
の

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ゴ
ミ
事
情

を
調
べ
、
対
策
を
考
え
、
来
年
の

活
動
の
手
助
け
を
し
た
い
。

　

自
分
の
課
題
は
、
国
際
協
力
関

係
の
就
職
に
向
け
、
専
門
的
技
術

の
習
得
、
ド
イ
ツ
語
や
英
語
の
上

達
、
将
来
の
夢
に
対
す
る
思
い
を

高
め
て
い
こ
う
と
思
う
。

　　

今
回
の
活
動
は
、
学
校
で
の
交

流
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
）、
に
を
い

が
け
を
兼
ね
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
街
の
清
掃
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

２
度
目
の
参
加
で
、
前
回
お
世

話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
交
流
し
た
子
ど
も
た
ち
と
の
再

会
は
と
て
も
感
動
し
た
。そ
れ
は
、

私
を
覚
え
て
い
た
り
、
前
回
の
参

加
学
生
が
サ
イ
ン
を
し
た
小
さ
な

紙
を
大
事
に
持
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。「
時
間
が
経
っ
て
も
、
真
心

で
築
い
た
人
の
絆
は
決
し
て
薄
れ

な
い
」
こ
と
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
学
生
リ
ー
ダ
ー

も
つ
と
め
、
大
勢
の
人
の
前
で
話

す
機
会
も
多
く
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
２
度
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、「
他
者
へ
の

献
身
」
を
実
践
し
、
成
長
で
き
た

と
思
う
。

　

第
２
の
故
郷
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
、

近
い
将
来
「
帰
っ
て
」
み
た
い
。

　

前
回
参
加
し
た
友
人
か
ら
、
多

く
の
感
動
を
得
た
と
聞
き
、
今
回

参
加
し
た
。

　

自
分
ら
で
交
流
内
容
を
決
め
た

り
す
る
こ
と
に
不
安
も
あ
っ
た

が
、
子
ど
も
ら
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
心
が
け
た
。

　

特
に
千
羽
鶴
に
は
力
を
入
れ
、

た
だ
折
る
だ
け
で
な
く
、
願
い
を

込
め
て
折
る
意
味
を
、
伝
わ
り
や

す
い
よ
う
に
と
、
千
羽
鶴
に
関
す

る
紙
芝
居
を
作
り
、
タ
ガ
ロ
グ
語

で
披
露
し
た
。

　

確
実
に
伝
わ
っ
た
か
不
安
だ

が
、
真
剣
に
紙
芝
居
を
見
た
り
、

鶴
を
楽
し
そ
う
に
折
る
姿
に
、
こ

こ
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感

じ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、
お
互
い
に
協
力
し
て
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、
国
際
協
力
に

は
必
要
だ
と
感
じ
た
。
今
回
得
た

感
動
や
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
も
国

際
協
力
に
目
を
向
け
続
け
る
原
動

力
に
し
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
社
会
人
枠
は
社
会
に
開

か
れ
た
大
学
の
証
だ
と
考
え
る
。

　

参
加
決
定
後
、
私
は
看
護
師
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
・
水
環
境

の
悪
さ
・
疲
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
態
を
想
定
し
薬
品
を
揃
え
、
現

地
で
は
参
加
者
の
体
調
に
留
意
し

た
が
、
幸
い
大
し
た
病
気
や
怪
我

は
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
魅
力
の
一
つ
は
、
マ
ザ

ー
・
テ
レ
サ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
施
設

「H
om

e
of
Joy

 
  
         
」
訪
問
。
静

か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
、
十
分

な
設
備
は
な
い
が
快
適
な
環
境
、

明
る
く
開
放
的
で
家
庭
的
と
、
訪

問
前
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は
一
瞬
で

消
え
た
。
ま
た
、
マ
ザ
ー
・
テ
レ

サ
と
同
じ
、
白
地
に
青
の
３
本
線

入
り
の
サ
リ
ー
を
着
た
シ
ス
タ
ー

た
ち
は
と
て
も
眩
し
く
、
崇
高
で

あ
っ
た
。福
祉
授
業
担
当
と
し
て
、

こ
の
体
験
と
感
動
を
生
徒
に
伝
え

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
天
理
教
東
本
大
教
会
サ

ン
タ
ロ
ー
サ
出
張
所
で
朝
夕
の
お

つ
と
め
を
し
、
現
地
の
信
者
さ
ん

と
、
に
を
い
が
け
、
お
た
す
け
に

ま
わ
っ
た
。
私
た
ち
を
暖
か
く
迎

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
笑
顔

に
助
け
ら
れ
、
改
め
て
そ
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子

ど
も
は
目
が
ク
リ
ッ
と
し
て

い
て
、
曇
り
な
い
笑
顔
。
乗

り
物
酔
い
を
し
た
私
に
は
も

ム
や
仏
教
国
の
多
い
ア
ジ
ア
の
中

で
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク
国
。

　

そ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
地
文
研
の

活
動
は
、
今
回
が
２
回
目
で
活
動

地
は
前
回
と
同
じ
フ
ィ
リ

ピ
ン
最
大
の
島
・
ル
ソ
ン
島

に
あ
る
サ
ン
タ
ロ
ー
サ
市
。

前
回
は
日
本
全
国
か
ら
集

め
た「
家
に
眠
っ
て
い
る
リ
コ

ー
ダ
ー
」
を
贈
り
、
そ
の
指

導
な
ど
を
行
っ
た
が
、
今
回

は
、小
学
校
・
高
校
で
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
、
に
を

い
が
け
・
お
た
す
け
な
ど
を

行
い
、参
加
者
が
国
際
協
力

の
在
り
方
を
考
え
、
今
後

ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
め
る

か
考
え
て
も
ら
う
狙
い
で
行
わ
れ

た
。

　

今
回
参
加
し
た
社
会
人
は
、
天

　

地
震
と
津
波
で
、
ニ
ア
ス
と
ア

チ
ェ
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
２
０
０
５
（
平

成　

）
年
４
月
に
ア
チ
ェ
・
ニ
ア

17
ス
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
決

定
。
ア
チ
ェ
・
ニ
ア
ス
復
興
再
建

庁
も
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
復

興
進
度
は
き
わ
め
て
遅
く
、
特
に

ニ
ア
ス
島
は
、
国
際
的
に
も
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
国
内
的
に
も
「
忘
れ

ら
れ
た
被
災
地
」
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
。

　

ア
チ
ェ
に
行
き
、
圧
倒
さ
れ
た

の
は
、
海
岸
か
ら
約 
２�
内
陸
の

住
宅
地
に
、
５ 
階
建
て
ビ
ル
に
相

当
す
る
よ
う
な
巨
大
な
発
電
船

（
排
水
量
約
２
５
０
０�
、
全
長

約　
�
 
幅
約　
�
）
が
、
津
波
に

60
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よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と

だ
。

　

ま
た
、
津
波
の
高
さ
を
示
す
塔

が
港
の
あ
っ
た
場
所
に
建
築
中
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
高
さ
に
も
息
を

の
ん
だ
。

　

小
学
校
校
舎
贈
呈
に
あ
た
り
、

支
援
委
員
会
で
は
、
現
地
に
一
任

せ
ず
、
設
計
段
階
か
ら
耐
震
強
度

を
考
慮
し
、
ま
た
、
現
地
協
力
者

に
工
事
進
捗
管
理
を
し
て
も
ら
う

な
ど
、
多
く
の
人
の

真
心
を
遺
漏
な
く
現

地
に
届
け
る
こ
と
を

目
指
し
、
実
現
し

た
。
こ
れ
に
は
、
現

地
委
員
会
の
功
績
が

大
き
か
っ
た
。

　

現
地
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
ヨ
ピ
・

マ
ナ
ル
氏
、
リ
ア
・

マ
ヌ
ル
ン
氏
、
本
学

卒
業
生
の
ハ
デ
ィ
ジ

ャ
・
ウ
メ
ダ
氏
、
ヘ

ン
ド
リ
・
ク
ロ
イ
ワ

氏
の
４
人
で
、
校
舎
贈
呈
式
典
に

お
い
て
、
本
学
か
ら
感
謝
状
を
贈

っ
た
。

　

こ
れ
ら
協
力
者
を
含
め
、
今
回

の
活
動
成
功
の
要
因
と
し
て
は
、

天
理
教
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
本

学
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
コ
ー
ス

（
旧
・
学
科
）
を
擁
し
、
同
国
で

活
躍
す
る
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
本
学

な
ら
で
は
の
活
動
と
考
え
ら
れ

る
。

　

今
回
の
活
動
は
、
多
く
の
方
の

真
心
で
実
現
し
た
が
、
一
般
の
方

々
の
ご
芳
志
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
・
タ
イ
語
コ
ー
ス
の
学
生
ら
が

街
頭
募
金
を
し
た
結
果
で
、
こ
の

取
り
組
み
は
大
き
か
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
科
を

中
心
と
す
る
卒
業
生
（
ふ
る
さ
と

会
員
）
の
協
力
も
大
き
く
、
大
勢

の
方
か
ら
ご
芳
志
が
届
け
ら
れ

た
。

　

そ
し
て
、
天
理
教
海
外
部
国
際

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
か
ら
の
寄
付

も
大
き
い
。
橋
本
武
人
学
長
が
同

ネ
ッ
ト
に
依
頼
し
、
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
支
援

活
動
の
幅
は
大
き
く
広
が
っ
た
。

　
『
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
』（
現
地
刊

の
日
本
語
紙
）
８
月　

日
号
で
、

11

贈
呈
し
た
校
舎
が
同
国
の
基
準
を

上
回
る
耐
震
強
度
を
持
つ
こ
と
な

ど
を
含
め
、
今
回
の
活
動
が
紹
介

さ
れ
た
。

　
『M

im
bar

U
m
um

 
  
     
 
  

』（
メ
ダ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
活
動
秘
話

　

忘
れ
ら
れ
た
被
災
地

　

津
波
の
爪
痕

　

多
く
の
真
心
を

津波で打ち上げられた発電船

 
天
理
教
海
外
部
か
ら
も

　

合
い
言
葉
は
「
ヤ
ホ
ー
ウ
」

  　

現
地
新
聞
報
道
も

　

山
の
幸
、
海
の
幸

フィリピン・プロジェクト
活　動　記　録

○８月 14日
・日本出発。香港経由でフィリ
　ピンのマニラに到着。
・サンタローサ市到着後、各自
　ホストファミリー宅へ。
○８月 15日
・サンタローサ市庁舎訪問。
・サンタローサ市立工科高校、
　市立小学校で打ち合わせ。
○８月 16日
・サンタローサ市立工科高校で
　スポーツ交流。
○８月 17日
・サンタローサ市立小学校で文
　化交流。
○８月 18日
・ホストファミリーを招き「さ
　よならパーティー」開催。
○８月 19日
・マニラに移動。
・マザー・テレサのミッション
　施設「Home of Joy」で障害
　児に食事介助。
○８月 20日
・帰途につく。

参加者の
声

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
「
笑
顔
」

　
　

福
西　

穂
高

　
（
中
国
語
コ
ー
ス
３
）

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

を
終
え
て
」

　
　

内
野　

準
子

　
　
（
英
米
語
コ
ー
ス
４
）

「
来
年
に
向
け
て
」

　
　

佐
藤　

宮
子

　
（
ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス
２
）

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

「
第
二
の
故
郷

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
」

　
　

水
谷　

正
幸

　
　
（
英
米
語
コ
ー
ス
４
）

「
高
大
連
携
で

　
　

二
部
生
も
」

　
　

椋
野　

和
子

（
天
理
高
校
第
二
部
職
員
）

「
千
羽
鶴
に

　

願
い
を
込
め
て
」

　
　

半
田　

美
津
子

　
　
（
英
米
語
コ
ー
ス
４
）

理
高
校
第
二
部
の
看
護
師
・
椋
野

和
子
さ
ん
と
天
理
時
報
社
の
千
歳

章
倫
さ
ん
。
い
ず
れ
も
、
地
文
研

教
員
の
講
演
や
業
務
上
の
会
話
な

ど
か
ら
国
際
協
力
へ
の
関
心
を
強

め
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
参
加
学
生
９
人
中
、
２

回
目
が
４
人
、
前
回
の
参
加
学
生

か
ら
話
を
聞
き
参
加
し
た
学
生
が

４
人
と
、
前
回
が
好
評
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

事
前
研
修
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

生
活
や
タ
ガ
ロ
グ
語
な
ど
に
つ
い

て
行
わ
れ
た
が
、
天
理
教
語
学
院

（
Ｔ
Ｌ
Ｉ
）
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
学

生
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。
ま

た
、
参
加
者
は
三
班
に
分
か
れ
、

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
」
班
は
高
校
で

の
ミ
ニ
運
動
会
、「
文
化
交
流
」
班

は
小
学
校
で
の
文
化
交
流
や
絵
の

交
換
、「
さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト
」
班

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別

れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

　

現
地
で
は
、
１
家
庭
１
人
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
大
家
族
と

積
極
的
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い

環
境
で
人
情
の
機
微
に
触
れ
た

り
、
水
浴
び
や
離
れ
の
ト
イ
レ
な

ど
生
活
環
境
も
大
き
く
異
な
っ
た

が
、
参
加
者
は
適
応
し
て
い
た
。

　

活
動
は
、
小
学
校
で
の
折
り
紙

指
導
や
街
の
清
掃
作
業
、マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
施
設
で
の

障
害
児
へ
の
食
事
介
助
な
ど
を
行

い
、
行
事
の
打
ち
合
わ
せ
も
参
加

者
が
担
当
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
８
月　
16

日
に
、
生
徒
数　

人
で
公
立
の
４

４００

年
生
工
科
高
校
・S

cience

 
       &  
 

T
echnology

H
igh

 
           
   

S
chool

  
     

に
て
ミ
ニ
運
動
会
を
開
催
し
、
玉

入
れ
、
大
縄
跳
び
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
た
。 

　

８
月　

日
に
は
、
サ
ン
タ
ロ
ー

17

サ
市
の
中
心
に
あ
る
、
児
童
数
約

　

人
の
公
立
小
学
校
・C

entral

 
       

６００

Ⅱ
E
lem

entary
S
chool

  
   
        
     
に

て
文
化
交
流
。『
千
羽
鶴
』
の
紙
芝

居
を
上
演
し
好
評
を
博
し
た
。

　

現
地
の
児
童
や
生
徒
は
、
受
身

で
な
く
積
極
的
で
、
５
教
科
以
外

の
授
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

絵
や
歌
は
す
ご
く
上
手
だ
っ
た
。

　

８
月　

日
に
は
、マ
ザ
ー
・
テ
レ

１９

サ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
貧
者
救

済
施
設
「H

om
e
of
Joy

 
  
        
」
を

訪
問
。
こ
こ
に
は
、
孤
児
や
障
害

を
持
つ
子
ど
も
が
約　

人
入
所
し

４０

て
い
た
。シ
ス
タ
ー
は
約　

人
で
、

２０

韓
国
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
と
国

籍
は
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
大
勢
い
て
、
仕
事
帰
り

に
訪
れ
る
人
も
い
た
。

　

参
加
者
は
最
初
戸
惑
っ
た
よ
う

だ
が
、
遊
ん
だ
り
食
事
の
配
膳
を

す
る
中
で
入
所
児
と
打
ち
解
け
て

い
っ
た
。

　

地
文
研
で
は
、
今
後
は
「
国
際

参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、

活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
や
現
地
と

の
交
流
の
深
ま
り
が
期
待
さ
れ

る
。

支援活動の今後の予定

　支援委員会は、「天理大学の国際参加・協
力を考えるシンポジウム」（仮題）の開催や、
11月27日～30日の間４号棟学生ホールで支
援活動の写真パネル展を行う予定。
　地文研「国際参加プロジェクト」関連では、
年度内にインドネシアとフィリピンでの活
動報告書をまとめ、全参加者の声など詳細を
掲載予定（詳しくは同センターまで）。
　また、支援活動としては、「国際参加プロ
ジェクト」は来年度以降数年間メダンとニア
スで継続実施を、支援委員会としては、ニア
スへの支援を継続し、タイの津波被災地への
継続的支援も実施する予定。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
人
口
約
８
６

２
４
万
人
、
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
７

１
０
７
の
島
々
か
ら
な
る
国
で
、

過
去
の
歴
史
か
ら
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
の
生
活
様
式

と
文
化
が
一
堂
に
会
し
、
イ
ス
ラ

サンタローサ市立小学校での文化交流

平成１８年（２００６）１１月１日（４）第１９６号

え
て
く
れ
た
人
々
の
助
か
っ

た
喜
び
の
声
や
涙
に
は
胸
が

詰
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

今
の
私
の
願
い
は
、「
高
大

連
携
」
と
し
て
の
二
部
生
の
参

加
だ
。
費
用
・
安
全
確
保
・
事

前
研
修
・
勤
務
先
の
理
解
な
ど

困
難
は
多
い
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
人
助
け
を
す
る
人

材
の
育
成
に
非
常
に
有
益
と

思
う
か
ら
だ
。

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびび

ふ
た
た
び���������������������
ササササササササササササササササササササ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ササササササササササササササササササササ

サ
ン
タ
ロ
ー
サ���������������������
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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７
月　

日
、
本
学
２
号
棟
に
て

28

教
職
員
の
た
め
の
夏
の
公
開
講

座
が
開
講
さ
れ
、
中
井
英
民
国
際

文
化
学
部
教
授
が
「
英
語
科
教
員

の
た
め
の
英
語
音
声
学
入
門
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
、
県
内
の
小
中

高
の
教
員
ら　

人
が
受
講
し
た
。

22

　

教
職
員
の
た
め
の
講
座
は
、
奈

良
県
教
育
委
員
会
が
公
立
学
校

教
員
の
学
習
指
導
法
向
上
や
得

意
分
野
伸
長
を
目
的
に
、
県
内
の

大
学
に
開
講
を
依
頼
し
て
い
る

も
の
。

　

中
井
教
授
は
、
発
音
の
指
導
に

は
、
教
員
が
英
語
音
声
の
基
礎
を

理
解
し
、
ま
た
楽
し
い
教
え
方
を

工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
と
述
べ
、基

礎
知
識
と
指
導
方
法
を
紹
介
し

た
。受
講
生
は
、
用
意
さ
れ
た
発
音

練
習
を
楽
し
げ
に
練
習
。
仕
上
げ

は
、
み
ん
な
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
英

語
の
歌
を
歌
い
終
了
し
た
。

　

本
学
は
昨
年
、
創
立　

周
年
を

80

迎
え
、
記
念
の
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
各
学
部
な
ど
で
行
い
、現
在
そ
の

報
告
書
が
随
時
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
、
文
学
部
と
国
際
文

化
学
部
が
報
告
書
を
刊
行
し
た
。

　

文
学
部
は
『
山
辺
の
歴
史
と
文

化
』
を
刊
行
。
創
立　

周
年
公
開

80

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
天
理
の
歴
史
と

文
化
」
で
の
講
演
収
録
の
他
に
、

報
告
書
の
発
刊
に
あ
わ
せ
て
、
タ

イ
ト
ル
を�
天
理�
か
ら�
山
辺�

に
広
げ
、
同
学
部
教
員
や
附
属
施

設
職
員
、
天
理
高
校
の
教
員
や
卒

業
生
ら
か
ら
の
稿
も
載
せ
、
様
々

な
視
点
か
ら
山
辺
の
歴
史
と
文
化

を
掘
り
起
こ
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
奈
良
新
聞
社
か
ら
定
価
１

９
０
０
円
（
税
別
）
で
出
版
さ
れ
、

一
般
書
店
で
発
売
中
。

　

国
際
文
化
学
部
は
、
昨
年
６
月

か
ら　

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

11

創
立　

周
年
記
念
の
、
留
学
生
に

80

よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

内
容
を
ま
と
め
た
『
天
理
大
学
創

立　

周
年
記
念
行
事
報
告
書
』
を

80
刊
行
。
当
日
の
様
子
が
再
現
さ
れ

た
内
容
は
、
参
加
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
読
み
応
え
の
あ
る
も
の
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。
希
望
者
は
、
言

語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー（
０
７
４
３

－

６
３－

９
０
５
４
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

年
号
記
述
が
あ
る
も
の
と
し
て

は
最
古
の
木
製
農
具
で
あ
る
「
万

石
通
し
」
が
、
現
在
、
齊
藤
純
歴

史
文
化
学
科
教
授
の
も
と
、
本
学

考
古
学
実
習
室
で
詳
し
く
調
査
・

研
究
さ
れ
て
い
る
。

「
万
石
通
し
」
は
、
稲

を
脱
穀
し
た
後
の
米

と
も
み
殻
を
ふ
る
い

分
け
る
道
具
で
、
２
０

０
４
年
７
月
兵
庫
県

高
砂
市
の
旧
入
江
家

の
米
蔵
の
整
理
中
に
、

本
学
の
学
生
ら
が
偶

然
見
つ
け
た
も
の
。

「
万
石
通
し
」
の
外
面

に「
安
永
八
年
」（
１
７
７
９
年
）と

記
さ
れ
て
い
る
。
保
存
状
態
が
よ

く
、
形
も
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る

の
で
、
研
究
の
成
果
が
期
待
さ
れ

る
。
調
査
は
今
年
９
月
か
ら
来
年

の
３
月
ま
で
の
予
定
。

　

金
七
教
授
は
、
当
時
の
様
々
な

文
献
を
通
し
て
エ
ン
リ
ケ
王
子
の

生
涯
を
辿
り
、
エ
ン
リ
ケ
が
学
校

や
天
文
台
を
つ
く
っ
た
形
跡
が
な

い
こ
と
や
、
近
代
人
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
戦

う
な
ど
、
中
世
の
秩
序
を
守
ろ
う

と
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
年
間
を
通
じ
て
日

本
で
出
版
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
学
・
文
化
に

関
し
て
最
も
業
績
の
優
れ
た
も
の

に
与
え
ら
れ
る
賞
で
、
平
成　

年
１３

の
池
上
岑
夫
教
授
（
当
時
）
に
続

い
て
本
学
と
し
て
は
、
２
人
目
と

な
っ
た
。

（５）平成１８年（２００６）１１月１日 第１９６号
　

９
月
８
日
、
金
七
紀
男
国
際
文

化
学
部
教
授
（
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
コ
ー
ス
）
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

大
使
館
よ
り
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
通
辞

賞
」
が
授
与
さ
れ
た
。

　

平
成　

年
に
長
年
の
研
究
を
ま

１６

と
め
出
版
し
た
「
エ
ン
リ
ケ
航
海

王
子
」
が
受
賞
の
対
象
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ン
リ
ケ
王
子

は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
や
ヴ
ァ
ス
コ
・

ダ
・
ガ
マ
な
ど
の
先
達
で
、
後
世

の
歴
史
家
に
よ
っ
て
、
サ
グ
レ
航

海
学
校
や
天
文
台
な
ど
を
つ
く
っ

た
と
さ
れ
、
初
期
の
大
航
海
時
代

の
指
導
者
と
し
て
近
代
化
の
象
徴

の
よ
う
に
神
格
化
さ
れ
た
。

　

本
年
７
月
、
２
年
の
任
期
を
終

え
て
帰
国
し
た
本
学
卒
業
生
の
土

屋
さ
ん
（
平
成　

年
英
米
卒
）
に

１２

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

－

隊
員
志
願
の
動
機
は

　

高
校
の
英
語
の
教
科
書
に
、
青

年
海
外
協
力
隊
の
話
が
載
っ
て
い

て
、
自
分
も
機
会
が
あ
れ
ば
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
。

－

赴
任
先
は

　

東
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

南
に
あ
る
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
。
住

ん
で
い
た
村
は
、
デ
ッ
ザ
県
の
ロ

ビ
村
で
、
水
道
は
な
く
、
電
気
は

村
の
ご
く
一
部
に
き
て
い
た
。

－

派
遣
先
で
の
仕
事
は

　

村
落
開
発
普
及
員
と
い
う
立
場

で
、
農
業
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

農
民
組
合
（
日
本
の
農
協
の
は
し

り
の
よ
う
な
組
織
）
の
運
営
ア
ド

バ
イ
ス
に
あ
た
っ
た
。

　

マ
ラ
ウ
イ
は
、
乾
季
・
雨
季
が

あ
る
が
、一
年
中
作
物
が
で
き
る
。

し
か
し
、
多
く
の
農
民
は
雨
季
の

収
穫
の
あ
と
土
地
を
遊
ば
せ
て
お

く
。
計
画
性
が
あ
ま
り
な
く
、
食

べ
た
り
売
っ
た
り
し
て
収
穫
物
が

無
く
な
っ
て
か
ら
数
ヶ
月
は
困
窮

す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

　

私
た
ち
の
任
務
は
、
園
芸
農
業

（
野
菜
・
果
樹
の
同
時
栽
培
）
の

知
識
と
技
術
を
普
及
さ
せ
、
零
細

農
民
た
ち
の
現
金
収
入
を
高
め
る

こ
と
と
、
生
産
性
を
上
げ
て
栄
養

状
態
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

　

私
の
部
門
は
、
収
穫
物
の
市
場

で
の
販
売
、栽
培
知
識
の
共
有
化
、

肥
料
や
農
薬
、
よ
い
種
を
一
括
仕

入
し
た
後
ロ
ビ
村
農
民
へ
小
売
す

る
組
合
の
活
性
化
や
し
く
み
作
り

で
あ
っ
た
。

　

一
番
の
難
点
は
、
協
力
隊
は
あ

く
ま
で
も
外
部
か
ら
来
た
者
で
、

任
期
も
２
年
間
と
短
く
、
新
し
い

や
り
方
や
知
識
を
紹
介
は
で
き
て

も
そ
れ
を
根
付
か
せ
る
た
め
の
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、

役
人
や
農
民
た
ち
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
ま
で
に
も
時
間
が
か
か

る
。
新
し
い
考
え
や
や
り
方
と
い

う
も
の
は
往
々
に
し
て
懐
疑
的
に

見
ら
れ
、
時
に
は
反
発
を
か
う
。

　

物
事
は
超
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
進

ん
で
行
く
。
様
々
な
事
情
で
進
め

た
く
て
も
そ
れ
が
で
き
な
い
状
況

が
続
く
と
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

た
。

－

現
地
で
の
交
流
は

　

役
人
は
英
語
が
そ
こ
そ
こ
話
せ

る
が
、
農
民
は
現
地
語
し
か
で
き

な
い
の
で
、
現
地
語
を
な
る
べ
く

覚
え
て
会
話
し
た
が
、
畑
の
話
な

ど
が
主
で
、
年
齢
層
も
環
境
も
違

う
た
め
共
通
の
話
題
を
探
す
の
は

難
し
か
っ
た
。

－

実
際
に
行
っ
て
の
感
想
は

　

ア
フ
リ
カ
は
エ
イ
ズ
、
飢
餓
、

内
戦
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
先

行
し
て
い
た
が
、
実
際
に
住
ん
で

み
る
と
、
そ
う
い
っ
た
事
実
も
あ

る
に
は
あ
る
が
、
生
活
は
シ
ン
プ

ル
で
、
い
つ
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
て

面
白
お
か
し
く
暮
ら
し
て
い
る
人

生
群
を
発
見
で
き
、
ア
フ
リ
カ
に

対
す
る
大
い
な
る
負
の
イ
メ
ー
ジ

は
一
掃
さ
れ
た
。

－

日
本
を
見
る
目
に
変
化
は

　

海
外
に
長
く
居
る
の
は
初
め
て

で
は
な
い
の
で
（
在
外
公
館
派
遣

員
で
ス
リ
ラ
ン
カ
に
２
年
間
、
旅

で　

数
カ
国
）
大
き
く
変
わ
る
こ

４０
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
マ
ラ
ウ

イ
は
資
源
も
教
育
も
な
く
、
傍
か

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
任
期
を
終
え
、

　
　
　
　
　

マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
か
ら
帰
国

土
屋
千
裕
さ
ん
（
平
成　

年
英
米
学
科
卒
）
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金
七
紀
男
教
授

　
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
通
辞
賞
」
受
賞
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�
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最古の木製農具
「万石通し」
　　　　

　　　本学で調査

最古の農具を綿密に測定する齊藤純教授

創
立　

周
年
記
念
行
事

80報
告
書
を
刊
行

　

回
目
の
夏
期
日
本
語
講
座
を
開
催

２０
　

本
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
の
第　

回
天
理
大
学
夏
期
日

２０

本
語
講
座
が
、
８
月
８
日
か
ら　
２２

日
ま
で
の
２
週
間
に
わ
た
っ
て
、

２
年
ぶ
り
に
杣
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス

を
中
心
に
開
講
さ
れ
た
。

　

協
定
校
で
あ
る
中
国
文
化
大
学

（
台
湾
）
の
学
生　

人
が
受
講
。

２１

午
前
中
は
４
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

会
話
練
習
、
午
後
は
交
歓
会
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
。
ま
た
、
京
都

見
物
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
１
日
校
外
学
習

と
し
て
楽
し
ん
だ
。

　

最
終
日
の　

日
に
は
閉
講
式
が

２２

行
わ
れ
、
深
沢
暁
同
セ
ン
タ
ー
長

よ
り
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

本
学
の
中
国
語
コ
ー
ス
の
学
生

を
中
心
と
し
た　

人
が
、
授
業
ア

２１

シ
ス
タ
ン
ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
会
話
の
授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト

や
、
観
光
地
案
内
な
ど
、
生
活
を

共
に
し
た
。

　

本
学
の
夏
期
日
本
語
講
座
は
、

１
９
８
３
年
に
中
国
文
化
大
学
の

学
生　

人
を
対
象
に
第
一
回
目
を

２０

開
催
し
、
今
年
記
念
す
べ
き　

回
２０

目
を
迎
え
た
。
途
中
、
３
回
か
ら

　

回
ま
で
は
香
港
中
文
大
学
か
ら

１６も
数
人
ず
つ
の
参
加
が
あ
り
、　
２０

回
ま
で
の
総
受
講
者
数
は
累
計
で

　

人
に
の
ぼ
る
。

４７５
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本
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

が
、
従
来
の
Ｌ
Ｌ
・
視
聴
覚
・
Ｐ

Ｃ
の
３
つ
の
機
能
を
統
合
さ
せ
た

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
、
７
月　

日
か
ら　

10

12

日
ま
で
の
３
日
間
、
同
セ
ン
タ
ー

共
同
研
究
室
で
行
い
、
教
職
員　
47

人
が
参
加
し
た
。

　

教
育
界
で
は
、
Ｌ
Ｌ
機
器
の
老

朽
化
が
進
む
中
、
５
、
６
年
前
か

ら
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
た
「
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
語
学
教
育
」
支
援
シ
ス
テ
ム

に
、
多
く
の
高
校
・
大
学
が
移
行

し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
学

同
セ
ン
タ
ー
の
語
学
教
授
法
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
座
長　

澤
田
啓

二
同
セ
ン
タ
ー
教
授
）
で
は
、
本

学
教
職
員
に
「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ

ム
」
を
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の
語

学
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

契
機
に
と
企
画
し
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
Ｌ
Ｌ

機
能
は
勿
論
、
聞
き
取
れ
な
い
部

分
は
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
容
易
に
ス
ロ
ー
再
生
で
き
る
。

ま
た
、
買
物
、
交
渉
な
ど
を
、
バ

ー
チ
ャ
ル
空
間
で
疑
似
体
験
し
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ

ば
自
宅
に
い
な
が
ら
受
講
で
き
た

り
、
交
流
協
定
校
学
生
と
チ
ャ
ッ

ト
が
で
き
た
り
と
、
効
果
と
し
て

大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　
　

次
世
代
の
語
学
教
育
に
向
け
て

　
　
　

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
実
践
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
語
学
教
室

　
　
　

イ
タ
リ
ア
語
コ
ー
ス
を
新
規
開
講

　

本
学
と
奈
良
新
聞
社
共
催
に
よ

る
「
天
理
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
語
学

教
室
」（
秋
期
）
が
奈
良
市
の
奈
良

新
聞
社
屋
に
て
、
４
月
の
初
級
コ

ー
ス
に
引
き
続
き
、
中
級
コ
ー
ス

（
一
部
初
級
コ
ー
ス
あ
り
）
が
９

月　

日
か
ら
来
年
の
２
月
９
日
ま

25
で
開
講
さ
れ
て
い
る
。
４
月
に
ア

ラ
ビ
ア
語
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
語
の
３
言
語
が
開
講

さ
れ
た
が
、
今
回
は
新
た
に
イ
タ

リ
ア
語
が
加
わ
り
、　

言
語
・　

15

18

コ
ー
ス
と
さ
ら
に
多
彩
で
充
実
し

た
語
学
教
室
と
な
っ
た
。
受
講
者

は
全
コ
ー
ス
あ
わ
せ
て　

人
で
、

１１９

イ
タ
リ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
韓

国
・
朝
鮮
語
に
人
気
が
集
ま
っ
て

い
る
。
講
師
に
は
本
学
の
国
際
文

化
学
部
の
教
員
が
主
と
し
て
担
当

し
て
い
る
。　

　

秋
期
は
中
級
コ
ー
ス
と
い
う
だ

け
あ
っ
て
、
授
業
内
容
は
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
和

嶋
千
歳
エ
レ
ナ
国
際
文
化
学
部
助

教
授
が
担
当
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
コ
ー
ス
で
は
、
長
年
勉

強
し
て
き
た
受
講
生
が
多
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
１
時
間
す
べ
て
を
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
だ
け
で
授
業
す
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

　
　

公
開
講
座

　
　
「
英
語
科
教
員
の
た
め
の
英
語
音
声
学
入
門
」

公開講座　－今後の予定－

○阪神奈フェスタ
　日　時：11 月７日（火）13:00 ～ 14:30
　会　場：大阪府立文化情報センター　
　　　　　さいかくホール
　講　師：文学部 桑原 久男 助教授
　テーマ：『関西発の海外発掘調査
　　　　　　－イスラエルの古代遺跡－』
○奈良県生涯学習カレッジ　地域学コース
　日　時：12 月２日（土）13:30 ～ 15:00
　会　場：天理大学
　講　師：文学部 谷山 正道 教授
　テーマ：『近世後期の地域社会とリーダー』
○天理大学公開講座
　日　時：12 月９日（土）13:30 ～ 15:00
　会　場：天理市文化センター
　講　師：人間学部 小林 正佳 教授
　テーマ：『からだが語るもの』
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韓
国
語
科
教
員
免
許
取
得
を
め
ざ
し
て

　

７
月　

日
か
ら
８
月　

日
ま
で

24

12

韓
国
語
科
教
員
免
許
取
得
の
た

め
、
本
学
の
講
義
を
、
北
海
道
や

福
岡
な
ど
全
国
か
ら　

人
が
科
目

30

等
履
修
生
と
し
て
受
講
し
た
。

　

本
講
義
は
、
韓
国
語
科
教
員
免

許
取
得
に
必
要
な
科
目
を
、
夏
季

休
暇
中
に
集
中
講
義
形
式
で
行
う

も
の
で
、
講
師
に
は
ア
ジ
ア
学
科

韓
国
・
朝
鮮
語
コ
ー
ス
の
教
員
が

あ
た
っ
た
。

　

毎
日
５
時
限
の
ハ
ー
ド
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

講
者
は
活
発
に
質
問
し
、
意
欲
的

に
授
業
に
参
加
し
て
い
た
。

附属施設行事案内
天理大学附属天理参考館
　教祖１２０年祭特別展
　「正倉院宝物のルーツと展開－参考館撰－」
 期間：９月 20 日（水）～ 12 月４日（月）
  ○ 列品解説
   日時：11 月 27 日（月）
   時間：13：30 ～
   場所：３階企画展示室

天理大学附属天理図書館
　教祖１２０年祭記念特別展示
　「開館 76周年記念展：江戸時代の西洋学」
 期間： 10 月 19 日（木）～ 11 月 12 日（日）
 時間： ９：00 ～ 15：30
 会場： ２階展示室
 会期中は無休で入場無料

天理大学附属おやさと研究所
　教祖１２０年祭記念　公開教学講座
 第 11 講　　「論理－二つ一つ－」澤井義次　
　　日時： 11 月 25 日（土）13：00 ～
 会場：天理教道友社６階

学術情報プラザ

○　

月　

日（
土
）　

日
本
ホ
ワ
イ

11

11

ト
ヘ
ッ
ド
・
プ
ロ
セ
ス
学
会 
第　
28

回
全
国
大
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
プ
ロ
セ
ス
哲
学
と
宗
教－

理

性
と
信
仰
」　

於：

天
理
大
学
９

号
棟
（
ふ
る
さ
と
会
館 
）

○　

月　

日（
土
）　

九
州
国
立
博

11

11

物
館
特
別
展
「
海
の
神
々
」
関
連

講
演
会　

対
談
「
媽
祖－

中
国
生

ま
れ
の
航
海
の
女
神－

を
語
る
」

松
尾
法
道
（
長
崎
興
福
寺
住
職
） 

Ｖ
Ｓ  
藤
田
明
良
ア
ジ
ア
学
科
教

授　

於：

九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム 

本○『
驚
異
の
仏
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

金
子
昭
お
や
さ
と
研
究
所
教
授 
著

　

白
馬
社　

２
０
０
５
年
８
月

○
『「
大
き
な
か
ぶ
」
は
な
ぜ
抜
け

た
？
』
講
談
社
現
代
新
書 
小
長
谷

有
紀
編 
に
お
け
る
「
ど
う
し
て
桃

太
郎
に
出
生
地
が
あ
る
の
か
？
」

を
執
筆　

齊
藤
純
歴
史
文
化
学
科

教
授　

講
談
社　

２
０
０
６
年
７

月○『
戦
争
と
宗
教
』　

天
理
大
学
お

や
さ
と
研
究
所
編　

幡
鎌
一
弘
お

や
さ
と
研
究
所
助
教
授
他
４
人
と

の
共
著　

天
理
大
学
出
版
部　

２

０
０
６
年
８
月

○
『
初
学
者
の
た
め
の
生
体
機
能

の
測
り
方
』
加
藤
象
二
郎
ら
編 
に

お
け
る
「
筋
肉
の
活
動
を
測
る
」

「
作
業
姿
勢
測
定
法
」「
疲
労
を
測

る
」
な
ど
を
執
筆　

近
藤
雄
二
体

育
学
部
教
授　

日
本
出
版
サ
ー
ビ

ス　

２
０
０
６
年
９
月

ら
見
れ
ば
幸
せ
な
国
と
は
あ
ま

り
見
え
な
い
が
、
人
々
は
楽
し

く
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
。

　

一
方
、
先
進
国
日
本
で
は
、

毎
年
３
万
人
が
自
殺
し
て
い

る
。
人
間
と
し
て
ど
ち
ら
が「
陽

気
ぐ
ら
し
」
を
し
て
い
る
の
か
、

神
の
目
か
ら
見
れ
ば
ど
ち
ら
が

よ
い
生
き
方
な
の
か
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

－

青
年
海
外
協
力
隊
の
魅
力

は
　

約　

日
間
の
日
本
で
の
研
修

80

合
宿
と
２
年
間
の
赴
任
で
隊
員

同
士
の
全
国
的
な
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
、
こ
れ
は
貴
重

な
財
産
。
２
年
間
の
経
験
は
、

そ
の
後
の
人
生
に
い
い
意
味
で

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思

う
。
応
募
職
種
に
よ
っ
て
は
修

士
の
人
も
多
く
レ
ベ
ル
は
高

い
。
ス
ポ
ー
ツ
系
、
青
少
年
活

動
、
村
落
開
発
普
及
員
な
ど
の

職
種
な
ら
天
大
生
に
も
十
分
チ

ャ
ン
ス
は
あ
る
。



天 理 大 学 広 報

２
階
級
制
覇

２ 
階 
級 
制 
覇

　
　
　

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会  

 　

学
生
体
重
別
日
本
一
を
決
め

る
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
の
男
子　
�
級
お
よ
び　

90

100

�
級
決
勝
が
、　

月　

日
、
日
本

10

15

武
道
館
で
行
わ
れ
、
齋
藤
俊
選
手

（
体
育
４
）
が　
�
級
で
、
穴
井

90

隆
将
選
手
（
同
４
）
が　
�
で
見

100

事
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

穴
井
選
手
と
絶
対
二
人
で
２
階

級
制
覇
し
よ
う
と
約
束
し
て
い
た

齋
藤
君
は
、
優
勝
の
瞬
間
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
。「
昨
年
の
こ
の
大
会
は
８ �

減
量
と
厳
し
か
っ
た
が
、
今
回

は
３�
の
減
量
と
楽
だ
っ
た
の

で
、体
が
良
く
動
い
た
。
今
後
も
、

天
理
の
柔
道
を
し
っ
か
り
学
ん

で
、
世
界
に
羽
ば
た
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

ま
た
、　
�
級
の
穴
井
君
は
、

100

体
調
は
好
調
時
と
比
べ
る
と
７
割

程
度
だ
っ
た
と
い
う
が
、
準
々
決

勝
以
外
は
す
べ
て
一
本
勝
ち
と
危

な
げ
な
く
優
勝
。「
し
っ
か
り
勝
て

て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
天
理

の
選
手
が
活
躍
し
て
く
れ
て
う
れ

し
い
。
個
人
の
強
さ
は
こ
の
大
会

で
証
明
で
き
た
と
思
う
の
で
、
団

体
戦
で
も
是
非
優
勝
し
た
い
で
す

ね
」
と
語
っ
た
。

　

な
お
、　
�
級
は
２
位
に
沈
志

100

昊
選
手
（
体
育
３
）、
３
位
に
出
口

雄
樹
選
手
（
同
３
）
が
入
賞
。
女

子
は
、
貴
田
絵
梨
香
選
手
（
同
３
）

が　
�
級
で
３
位
と
本
学
選
手
の

63
活
躍
が
光
る
大
会
で
あ
っ
た
。

第　

回
全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権

54
個
人
戦
で
仲
尾 
瞳
さ
ん
優
勝

　

第　

回
全
日
本
学
生
弓
道
選
手

54

権
大
会
が
８
月　

日
に
愛
知
県
体

20

育
館
に
て
行
わ
れ
、
女
子
個
人
戦

（
近
的
）
で
、
本
学
の
仲
尾
瞳
さ

ん
（
中
国
語
コ
ー
ス
３
）
が
見
事

優
勝
を
果
た
し
た
。
女
子
個
人
戦

で
の
優
勝
は
本
学
初
の
快
挙
。

　

試
合
形
式
は
、予
選
が　

間（　

15

28

�
）
先
の
的
に
、
一
手
皆
中
（
ひ

と
て
か
い
ち
ゅ
う－

二
本
と
も

命
中
さ
せ
る
）
で
決
勝
進
出
者
を

決
め
、
決
勝
戦
は
、
は
じ
め
の
３

本
は
一
尺
二
寸
（　
�
）
の
的
に
、

３６

そ
の
後
は
八
寸
（　
�
）
の
的
に

24

向
か
っ
て
矢
を
射
、
は
ず
し
た
時

点
で
負
け
と
な
る
。

　
「
日
頃
の
練
習
通
り
、
射
型
（
し

ゃ
け
い－

矢
を
射
る
と
き
の
一

連
の
動
作
）
と
大
配
（
た
い
は
い

－

弓
を
射
る
以
外
の
動
作
）
に
気

を
配
り
ま
し
た
」
と
語
る
仲
尾
さ

ん
。
普
段
か
ら
、
団
体
戦
に
な
っ

た
と
き
に
後
輩
た
ち
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
が
中

（
あ
）
て
る
と
の
自
覚
を
も
っ
て

練
習
に
励
み
、
一
本
一
本
に
集
中

し
て
練
習
に
励
ん
だ
結
果
、
約
９

割
は
中
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
仲
間
の
声
援
や
監
督
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
力
に
な
り
ま
し
た
」。仲

尾
さ
ん
は
難
な
く
一
手
皆
中
で
予

選
通
過
。
決
勝
射
詰
で
は
一
本
も

は
ず
せ
な
い
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の

な
か
、
的
中
を
称
え
る
部
員
た
ち

の
声
援
が
体
育
館
に
響
き
渡
る
。

決
勝
射
詰
７
本
目
で
残
り
２
人
に

絞
ら
れ
た
。
す
か
さ
ず
久
保
善
宣

監
督
か
ら
「
仲
尾
、
普
段
通
り
や
」

と
の
声
が
か
か
っ
た
。
そ
し
て
８

本
目
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
放
っ
た

矢
は
見
事
的
中
、
直
後
に
相
手
が

は
ず
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

アーティスティックムーブメント・

イン・トヤマ

「北日本新聞社賞」を受賞
創作ダンス
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９
月　

・　

日
に
富
山
県
高
岡

17

18

市
の
Ｕ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
少

人
数
（
５
人
以
下
）
に
よ
る
創
作

ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
学
の

今
西
百
合
さ
ん
（
体
育
３
、
写
真

右
）
と
久
保
田
聡
子
さ
ん
（
同
１
、

写
真
左
）
が
ペ
ア
を
組
ん
だ
「
ジ

ェ
ニ
フ
ァ
ー
」
チ
ー
ム
が
、
創
造

性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
独
自

性
を
持
つ
作
品
に
与
え
ら
れ
る

「
北
日
本
新
聞
社
賞
」
を
受
賞
し

た
。

　

今
回
の
作
品
名
は
、「une

    

deux

    
」（
ア
ン
・
デ
ュ
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
１．
２
の
意
）。
ひ
た
す
ら

ダ
ン
ス
に
情
熱
を
傾
け
る
二
人
の

関
係
を
表
現
し
た
。

　

二
人
の
出
会
い
は
、
ダ
ン
ス
を
職

業
に
し
て
き
た
久
保
田
さ
ん
が
社

会
人
入
試
で
本
学
に
入
学
。
創
作

ダ
ン
ス
部
を
見
学
し
た
際
、今
西
さ

ん
の
ダ
ン
ス
に
深
い
共
感
を
覚
え
、

入
部
。
今
西
さ
ん
も
大
会
向
け
の

創
作
活
動
の
中
で
、久
保
田
さ
ん
の

ダ
ン
ス
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
自
分
の

求
め
る
も
の
に
非
常
に
近
い
こ
と

を
感
じ
取
り
、「
ジ
ェニ
フ
ァ
ー
」
が

誕
生
し
た
。

　

今
西
さ
ん
は
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ

ー
、
久
保
田
さ
ん
は
種
々
の
ダ
ン
ス

と
異
な
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
つ
二

人
は
、お
互
い
の
個
性
を
よ
り
生
か

せ
る
作
品
を
追
求
。ま
た
、
個
性
だ

け
で
は
な
く
、二
人
が
よ
り
高
い
次

元
で
融
和
す
る
こ
と
も
目
指
し

た
。
さ
ら
に
、
ダ
ン
ス
の
練
習
以
外

の
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
互
い
に
対
す
る
深
い
理
解
が

生
ま
れ
、
自
然
と
表
現
の
幅
も
広

が
っ
た
と
い
う
。

　
「
お
客
さ
ん
に
感
動
を
伝
え
よ

う
と
全
力
で
踊
り
ま
し
た
」
と
話

す
今
西
さ
ん
。
そ
ん
な
今
西
さ
ん

と
の
ダ
ン
ス
を
久
保
田
さ
ん
は
、

「
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い
ほ

ど
素
晴
ら
し
い
笑
顔
で
踊
っ
て
い

ま
し
た
。
一
緒
に
踊
れ
て
本
当
に

楽
し
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
優
勝

　
　

空
手
道
形　
　

稲
垣
宏
実
さ
ん

　
　

月
３
日
、
兵
庫
県
豊
岡
市
出

10
石
町
出
石
中
学
体
育
館
で
行
わ
れ

た
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
空
手
道
形

で
、
本
学
の
稲
垣
宏
実
さ
ん
（
中
国

語
コ
ー
ス
３
）が
見
事
優
勝
し
た
。

　

稲
垣
さ
ん
に
と
っ
て
、
空
手
道
は

と
て
も
身
近
な
も
の
。
実
家
が
道

場
を
営
み
、
物
心
つ
か
な
い
う
ち
か

ら
空
手
の
道
着
を
着
て
い
た
と
い

う
。そ
ん
な
稲
垣
さ
ん
は
、
常
に
周

り
の
期
待
を
背
負
い
、練
習
に
励
ん

で
き
た
。し
か
し
、
過
去
何
度
も
挑

戦
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
選
考

会
で
は
、
あ
と
一
歩
結
果
を
残
せ

な
い
。「
何
か
が
足
り
な
い
」と
感
じ

た
稲
垣
さ
ん
は
、
形
を
技
の
正
確

さ
だ
け
で
な
く
、
よ
り
実
戦
的
な

武
術
と
し
て
捉
え
、そ
こ
に
相
手
が

い
る
か
の
よ
う
な
気
迫
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
を
追
求
。
小
柄
な
体
を

よ
り
大
き
く
力
強
く
見
せ
る
た
め

に
、
実
際
に
形
で
組
み
手
の
よ
う
に

相
対
す
る
な
ど
の
練
習
を
繰
り
返

し
、
練
習
は
時
に
は
深
夜
に
ま
で

お
よ
ん
だ
と
い
う
。

　
「
勝
つ
こ
と
よ
り
も
、練
習
し
て

き
た
自
分
を
信
じ
、
な
に
よ
り
両

親
や
監
督
な
ど
、
私
を
支
え
て
く

れ
る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
演
じ
ま
し
た
。
何
か
を

成
し
遂
げ
た
い
と
願
い
続
け
、
ひ

た
す
ら
努
力
す
れ
ば
、
必
ず
道
は

開
け
る
と
思
い
ま
す
」
と
熱
っ
ぽ

く
語
る
稲
垣
さ
ん
の
目
は
、　

月
12

に
行
わ
れ
る
全
日
本
空
手
道
選

手
権
大
会
、
さ
ら
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
世

界
で
の
活
躍
を
見
据
え
て
い
る
。
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弦
楽
部
演
奏
会

                   

i
n  
大
塔
町

    
弦
楽
部
は
９
月　

日
に
、
五
條

18

市
大
塔
町
大
塔
保
育
園
に
て
、
五

條
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
子

育
て
支
援
事
業
「
ふ
れ
あ
い
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
」
に
参
加
し
、
子
ど
も

連
れ
の
ご
夫
婦
や
老
人
方
に
楽
し

い
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
を

披
露
し
た
。
こ
の
「
ふ
れ
あ
い
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
」は
今
年
で
８
年
目
。

山
間
部
で
家
々
が
点
在
す
る
旧
大

塔
村
で
、
地
域
連
携
の
子
育
て
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
学
卒

業
生
の
川
嶋
一
暢
さ
ん
（
平
成　
１１

年
体
育
卒
）の
提
案
で
始
ま
っ
た
。

弦
楽
部
は
事
業
開
始
当
初
か
ら
演

奏
を
担
当
。
親
し
み
や
す
い
音
楽

か
ら
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で

様
々
な
曲
目
を
演
奏
し
て
き
た
。

今
年
は
、「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
の
演
奏

の
他
、
伝
承
の
手
遊
び
コ
ー
ナ
ー

の
輪
に
も
参
加
、
地
元
の
多
く
の

子
供
や
老
人
と
も
ふ
れ
あ
っ
た
。

　

五
條
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
塔

支
所
長
の
福
本
政
洋
氏
は
、「
弦
楽

器
の
生
演
奏
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
聴

く
の
と
は
異
な
っ
た
感
動
が
あ

る
。
車
で　

分
以
上
離
れ
た
五
條

30

市
中
心
部
や
西
吉
野
町
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
」
と
語
っ
た
。

関
西
学
生
選
手
権

　

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
優
勝

８００

水
泳
部

　

第　

回
関
西
学
生
選
手
権
水

80

泳
競
技
大
会
が
７
月　

日
か
ら

28

　

日
に
か
け
て
大
阪
プ
ー
ル
で

30行
わ
れ
、
最
終
日
、
男
子　

ｍ
リ

800

レ
ー
で
伊
藤
達
也
（
体
育
１
）、

山
本
裕
貴
（
体
育
１
）、
木
村
大

輔
（
体
育
４
）、
早
島
幹
大
（
体

育
３
）
の
チ
ー
ム
が
優
勝
。
同
種

目
で
の
優
勝
は
本
学
初
。

第 18 回雅楽部海外公演
オーストラリア・マレーシア

　

今
夏
、
雅
楽
部
が
実
施
し
た
海

外
公
演
に
つ
い
て
、
同
部
佐
藤
浩

司
顧
問
（
人
間
学
部
教
授
）
よ
り

報
告
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
紙
面

の
都
合
上
、
抜
粋
を
掲
載
。

　

雅
楽
部
は
、　

回
目
と
な
る
海

18

外
公
演
を
、
去
る
７
月　

日
か
ら

10

　

日
の　

日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

21

12

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
問
し
て
行

っ
た
。
一
行
は
、
学
生　

人
に
３

24

人
の
卒
業
生
の
参
加
を
得
て
総
勢

　

人
で
あ
る
。
い
つ
も
な
が
ら
楽

28器
、
装
束
、
舞
台
道
具
な
ど
、
約

１
ト
ン
近
く
の
荷
物
を
も
っ
て
の

旅
行
で
あ
る
。 

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
公
演
は
雅
楽
部

の
９
年
前
か
ら
の

念
願
で
、
こ
れ
ま

で
、
何
度
か
計
画

を
立
て
て
は
、
実

行
出
来
ず
に
い
た

が
、
今
年
は
日
豪

友
好
年
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
そ
の

事
業
の
一
つ
と
し

て
認
定
さ
れ
、
さ

ら
に
、
国
際
交
流

基
金
の
助
成
を
得

て
実
現
に
い
た
っ
た
。
雅
楽
部
訪

豪
の
情
報
に
、
各
地
か
ら
公
演
の

要
請
が
あ
っ
た
が
、
日
程
の
関
係

か
ら
今
回
は
、
大
陸
の
東
側
で
あ

る
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
三
都
市
に

絞
り
、
各
２
回
計
６
回
の
公
演
を

持
っ
た
。
演
奏
日
、
会
場
は
次
の

通
り
で
あ
る
。 

　
　

日
、
天
理
教
オ
セ
ア
ニ
ア
出

11
張
所
中
庭
、　

日
、
ブ
レ
ケ
ン
リ

12

ッ
ジ
高
校
、　

日
・　

日
、
ロ
ビ

13

14

ナ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
、

　

日
、
天
理
教
メ
ル
ボ
ル
ン
心
勇

15教
会
、　

日
、モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
。 

16

　

な
お
、
メ
ル
ボ
ル
ン
心
勇
教
会

で
は
、
公
演
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
も
た
れ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｅ

の
第　

回
大
会
に
て
２
回
の
公
演

27

を
行
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
本
部
の
あ
る
、
音

楽
教
育
の
た
め
の
国
際
組
織
で
、

２
年
に
一
度
大
会
が
開
か
れ
る
。

今
回
は
ア
ジ
ア
で
久
し
ぶ
り
の
大

会
な
の
で
是
非
に
と
の
招
請
を
受

け
、
雅
楽
を
披
露
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。ち
な
み
に
こ
の
大
会
に
は
、 　

カ
国
５
千
人
の
参
加
が
あ
っ
た

80と
い
う
。
公
演
は
、　

日
に
パ
フ

18

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

　

日
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
会
場
内

19プ
レ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
行
っ

た
。

　

い
ず
れ
も
芸
術
と
し
て
の
雅
楽

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の

拍
手
を
頂
戴
し
た
。　

山
野
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

「
審
査
員
特
別
賞
」
受
賞

ア
ル
ス
の
冨
永
千
紘
さ
ん

　

学
生
ジ
ャ
ズ
界
の�
甲
子
園�
と

し
て
知
ら
れ
る
「
山
野
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
ジ
ャ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
」が
、８
月　
19

日
・　

日
の
２
日
間
、
東
京
都
の

20

「
府
中
の
森
芸
術
劇
場
」
で
開
催
さ

れ
、
本
学
の
軽
音
楽
部
（
ア
ル
ス
ジ

ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）が
出
場
。

　

こ
の
演
奏
で
は
、
ド
ラ
ム
、ベ
ー
ス

の
演
奏
の
素
晴
ら
し
さ
が
際
立
っ

て
お
り
、
急
遽
「
審
査
員
特
別
賞
」

が
設
け
ら
れ
、ド
ラ
ム
の
冨
永
千
紘

（
国
文
学
国
語
３
）
さ
ん
に
授
与
さ

れ
た
。

　

冨
永
さ
ん
は
「
リ
ズ
ム
体
（
ド

ラ
ム
、
ベ
ー
ス
、
ピ
ア
ノ
）
は
、

演
奏
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
大
切
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
ド
ラ
ム
と
ベ
ー
ス

が
受
賞
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
が

作
り
出
し
た
空
気
を
評
価
し
て
く

れ
た
の
だ
と
思
う
」
と
喜
び
を
語

っ
た
。

　

今
回
の
受
賞
で
自
分
の�
音�

に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
冨
永
さ
ん
。
も
っ
と
ジ
ャ

ズ
を
勉
強
し
、
賞
に
恥
じ
な
い
よ

う
ド
ラ
ム
の
技
術
を
向
上
さ
せ
た

い
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
な

お
、
ア
ル
ス
の
演
奏
は
審
査
員
賞

（
９
位
相
当
）
を
受
賞
し
た
。

イ
ス
パ
ニ
ア
語
弁
論
大
会
優
勝

市
川
禎
理
君

　

本
学
主
催
の
第　

回
全
国
イ
ス

４３

パ
ニ
ア
語
弁
論
大
会
が
、
７
月
２

日
、
本
学
９
号
棟
（
ふ
る
さ
と
会

館
）
で
開
催
さ
れ
、「el

agua,

         

una
cadena

de
m
ilagrcs

               
       
」

（
水
、
奇
跡
の
連
鎖
）
の
テ
ー
マ

で
ス
ピ
ー
チ
し
た
イ
ス
パ
ニ
ア
語

コ
ー
ス
３
年
次
生
の
市
川
禎
理
君

が
、
挑
戦
２
回
目
で
見
事
優
勝
し

た
。
本
学
と
し
て
は
５
年
連
続
の

優
勝
。
大
会
に
は
、
本
学
を
は
じ

め
、
英
知
大
学
、
京
都
外
国
語
大

学
、
南
山
大
学
、
龍
谷
大
学
か
ら

計　

人
が
出
場
し
た
。

11

　

昨
年
は
奨
励
賞
に
終
わ
り
く
や

し
い
思
い
を
し
た
市
川
君
は
、
い

く
つ
か
の
弁
論
大
会
も
経
験
し
、

大
会
前
に
は
ネ
ィ
テ
ィ
ブ
の
先
生

に
週
２
回
、
１
対
１
で
発
音
・
ス

ピ
ー
チ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
、
今
回
の
大
会
に
挑
ん
だ
と
い

う
。

　

弁
論
大
会
に
つ
い
て
市
川
君
は

「
下
手
だ
か
ら
出
な
い
と
い
う
理

由
を
よ
く
聞
く
が
、
む
し
ろ
下
手

だ
か
ら
出
た
方
が
い
い
。私
自
身
、

１
年
前
に
出
場
し
た
時
の
テ
ー
プ

を
聴
く
と
自
分
で
も
驚
く
ぐ
ら
い

上
達
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま

す
。
も
っ
と
み
ん
な
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
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モナッシュ大学オーディトリアムでの公演
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